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指
定
確
認
検
査
機
関
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し
た
建
築
確
認
の
違
法
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理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者は

じ
め
に

⑴　

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
六
月
に
約
五
〇
年
ぶ
り
に
建
築
基
準
法
（
以
下
、
適
宜
﹁
建
基
法
﹂
或
い
は
﹁
法
﹂
と
い
う
。）
は
大
き

な
改
正
（
翌
年
五
月
一
日
施
行
）
を
み
た
。
こ
の
改
正
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
（
法
七
七
条
の
一
八
な
い
し
七
七
条
の
三
五
）
が
創

設
さ
れ
、﹁
建
築
確
認
・
検
査
業
務
の
民
間
開
放
﹂
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る）

1
（

。
今
年
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、

一
三
年
を
経
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
一
三
年
間
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
は
多
々
あ
っ
た
。
特
に
注
目
を
集
め
た
法
的
問
題
は
、
指
定
確
認
検
査
機

関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
（
以
下
、
適
宜
﹁
国
賠
請
求
訴
訟
﹂
と
略
す
。）
に
お
け
る
被
告
に
つ
い

て
判
断
し
た
平
成
一
七
年
六
月
二
四
日
に
下
さ
れ
た
最
高
裁
判
所
の
決
定
（
以
下
、
単
に
﹁
最
高
裁
決
定
﹂
と
い
う
。
判
時
一
九
〇
四
号
六

九
頁
。）
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た）

2
（

。

　

最
高
裁
決
定
で
の
問
題
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
取
消
訴
訟
の
訴
え
の
利
益
が
消
滅
し
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
以
下
、

適
宜
﹁
行
訴
法
﹂
と
い
う
。）
二
一
条
一
項
に
よ
り
国
賠
請
求
訴
訟
へ
の
訴
え
の
変
更
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
、
被
告
は
指
定
確
認
検

査
機
関
か
地
方
公
共
団
体
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
最
高
裁
決
定
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
は

地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
訴
え
の
変
更
後
の
被
告
は
指
定
確
認
検
査
機
関
で
は
な
く
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
し
た
。

⑵　

最
高
裁
決
定
に
関
し
て
、
研
究
者
や
実
務
家
の
手
に
よ
る
判
例
批
評
等
が
数
多
く
な
さ
れ
た
。
判
例
批
評
等
に
は
、
最
高
裁
決
定
を
妥

当
と
す
る
も
の
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
疑
問
を
提
示
す
る
も
の
、
或
い
は
そ
の
妥
当
性
を
肯
定
し
た
上
で
最
高
裁
決
定
の
適
用
範
囲
を

検
討
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
え
る）

3
（

。

⑶　

最
高
裁
決
定
以
降
、
訴
え
の
変
更
で
は
な
く
、
訴
え
提
起
の
当
初
か
ら
な
さ
れ
た
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
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由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
判
決
が
現
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
問
題
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建

築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
の
被
告
は
誰
か
、
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
賠
請
求
訴
訟
は
給
付
の
訴
え

で
あ
り
、
原
告
に
よ
り
そ
の
義
務
者
と
主
張
さ
れ
て
い
る
者
が
被
告
で
あ
る
の
で
被
告
の
す
べ
て
が
賠
償
責
任
を
負
う
と
は
限
ら
な
い
。
本

案
審
理
で
実
体
的
審
理
が
な
さ
れ
た
結
果
、
被
告
で
あ
っ
て
も
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
て
本
案
判
決
で
請
求
棄
却
と
な
る
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
被
告
と
は
、
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
本
案
審
理
に
お
け
る
実
体
判
断
の
結
果
、

原
告
に
対
し
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
賠
償
責
任
者
と
し
て
の
被
告
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
訴
え
の
当
初
か
ら
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
の
、
以

上
の
意
味
で
の
賠
償
責
任
者
と
し
て
の
被
告
は
誰
か
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
賠
償
責
任
者
と
し
て
の
被
告
は
地
方
公
共
団
体
か
指
定
確
認
検

査
機
関
か
に
つ
い
て
、
最
高
裁
決
定
に
言
及
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
を
素
材
と
し
て
若
干
の
検
討
を
な
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）　

建
設
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
・
市
街
地
建
築
課
監
修
、
建
築
行
政
研
究
会
編
集
﹃
改
正　

建
築
基
準
法
の
ポ
イ
ン
ト
﹄
三
頁
以
下
（
一
九
九
八
年
）、
米
丸
恒
二
﹁
建
築
基

準
法
改
正
と
指
定
機
関
制
度
の
変
容
﹂
政
策
科
学
七
巻
三
（
通
巻
一
六
号
）
二
五
三
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）、
金
子
正
史
﹃
ま
ち
づ
く
り
行
政
訴
訟
﹄
二
五
九
頁
以
下
（
二
〇
〇

八
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）　

指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
、
最
近
十
数
年
間
に
建
築
基
準
法
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
事
件
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
で
も
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
報
告
さ

れ
た
耐
震
偽
装
事
件
が
社
会
の
人
々
の
耳
目
を
引
い
た
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
耐
震
偽
装
事
件
は
、
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
り
指
定
確
認
検
査
機
関
が
関
係
す
る

事
件
で
は
あ
っ
た
が
、
刑
事
、
民
事
或
い
は
行
政
責
任
に
広
く
係
わ
る
事
件
で
あ
り
、
ま
た
建
築
主
事
の
し
た
建
築
確
認
に
お
い
て
も
構
造
計
算
書
の
偽
装
に
係
る
責
任
が
問

わ
れ
た
案
件
も
あ
っ
て
、
専
ら
指
定
確
認
検
査
機
関
に
固
有
の
問
題
の
み
を
含
ん
だ
事
件
と
は
い
え
な
い
と
い
え
る
。
な
お
耐
震
偽
装
事
件
に
関
し
て
は
、
五
十
嵐
敬
喜
＝
小

川
明
雄
﹃
建
築
紛
争
﹄（
岩
波
新
書
）（
二
〇
〇
六
年
）、
産
経
新
聞
社
会
部
取
材
班
﹃
無
責
任
の
連
鎖　

耐
震
偽
装
事
件
﹄（
二
〇
〇
六
年
）、
藤
田
東
吾
﹃
月
に
響
く
笛　

耐

震
偽
装
﹄（
二
〇
〇
七
年
）、
野
辺
公
一
編
著
﹃
耐
震
偽
装　

安
全
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
し
た
い
﹄（
二
〇
〇
六
年
）、﹁
第
一
回
・
第
二
回
・
第
三
回
・
第
四
回
マ
ス
コ
ミ
報

道
で
は
知
ら
れ
ざ
る
真
実
﹂﹃
建
築
知
識
﹄
二
〇
〇
六
年
二
月
号
～
五
月
号
（
通
巻
六
〇
三
号
～
六
〇
六
号
）（
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

二
一
〇
九
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（
３
）　

判
例
評
釈
等
と
し
て
、た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
白
藤
博
行
﹁︻
法
律
時
評
︼
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
強
度
偽
装
問
題
に
み
る
﹃
構
造
改
革
政
策
の
歪
み
﹄﹂
法
時
七
八
巻
二
号
（
通

巻
九
六
六
号
）
一
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、見
上
崇
洋
﹁
判
批
﹂
判
評
五
六
八
号
二
頁
（
判
時
一
九
二
五
号
一
七
二
頁
）、長
谷
川
佳
彦
﹁
判
批
﹂
論
叢
一
六
一
巻
一
号
九
三
頁
（
二

〇
〇
七
年
）、
伊
藤
清
隆
﹁
判
批
﹂
行
政
判
例
研
究
会
編
﹃
平
成
一
七
年
行
政
関
係
判
例
解
説
﹄
一
〇
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、
阿
部
泰
隆
﹃
対
行
政
の
企
業
法
務
戦
略
﹄　

一
八

三
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）（
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
二
〇
〇
六
年
四
月
号
一
〇
〇
頁
）、
米
丸
恒
治
﹁
判
批
﹂
民
商
一
三
三
巻
四
＝
五
号
八
六
〇
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、﹁﹃
民
﹄
に
よ

る
権
力
行
使
﹂﹃
新
た
な
公
共
性
の
再
構
築　
﹁
民
﹂
に
よ
る
行
政
﹄
七
二
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
越
智
敏
裕
﹁
判
批
﹂L

exis

判
例
速
報
二
〇
〇
五
年
一
一
月
号
八
九
頁
、
宇
佐

見
方
宏
﹁
建
築
確
認
制
度
と
自
治
体
﹂
自
治
体
法
務
研
究
№
四　

五
九
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
野
口
和
俊
﹁
法
務
解
説
﹂
日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
三
日

号
三
四
頁
、
小
幡
純
子
﹁
建
築
基
準
法
と
耐
震
構
造
偽
装
事
件
﹂
学
術
の
動
向
六
一
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
仲
野
武
志
﹁
判
批
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
（
平
成
一
七
年
度
重

要
判
例
解
説
）（
行
政
法
四
）
一
三
一
三
号
四
三
頁
、
山
本
隆
司
﹁
判
例
か
ら
探
究
す
る
行
政
法
⑪　

私
人
の
行
為
に
よ
る
国
家
賠
償
（
２
）﹂
法
教
三
四
三
号
八
九
頁
（
二
〇

〇
九
年
）、
高
石
直
樹
﹁
判
批
﹂﹂
判
タ
一
二
一
五
頁
二
八
六
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
鈴
木
庸
夫
﹁
指
定
確
認
検
査
機
関
の
責
任
と
法
構
造
﹂
辻
山
幸
宣
編
﹃
耐
震
偽
装
の
政
治

責
任―

―

建
物
の
安
全
の
制
度
設
計
﹄
七
頁
以
下
（
二
〇
〇
六
年
））、秋
山
靖
浩
﹁
判
批
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
〇
〇
号
（
消
費
者
法
判
例
百
選
）
一
五
六
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、

松
塚
晋
輔
﹁
判
批
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
一
一
号
（
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
六
版
］）
一
四
頁
（
二
〇
一
二
年
）、金
子
正
史
﹁
判
批
﹂
法
資
二
八
五
号
一
二
一
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、

自
治
総
研
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
号
（
通
巻
三
三
六
号
）
一
一
三
頁
な
ど
。

第
一
節　

最
高
裁
決
定
の
考
え
方

一　

最
高
裁
決
定

　

訴
え
提
起
の
当
初
か
ら
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
し
て
な
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
の
賠
償
責
任
者
と
し

て
の
被
告
は
誰
か
を
検
討
す
る
に
は
、
最
高
裁
決
定
の
理
解
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑴　

ま
ず
、
最
高
裁
決
定
の
主
要
な
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。

　
﹁
建
築
基
準
法
六
条
一
項
の
規
定
は
、
建
築
主
が
同
項
一
号
か
ら
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は

二
一
一
〇
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そ
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
て
い
る

と
こ
ろ
、
こ
の
規
定
は
、
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
住
民
の
生
命
、
健

康
及
び
財
産
の
保
護
等
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
役
割
を
広
く
担
う
地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

同
項
の
規
定
に
基
づ
く
建
築
主
事
に
よ
る
確
認
に
関
す
る
事
務
は
、地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
り
（
同
法
四
条
、地
方
自
治
法
二
条
八
項
）、

同
事
務
の
帰
属
す
る
行
政
主
体
は
、
当
該
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。﹂（
以
上
を
、﹁
Ａ
部
分
﹂
と
い
う
。
以
下
同
じ
。）

　
﹁
そ
し
て
、
建
築
基
準
法
は
、
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関

の
確
認
を
受
け
、
確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
確
認
は
建
築
主
事
の
確
認
と
、
当
該
確
認
済
証
は
建
築
主
事
の
確
認
済
証
と

み
な
す
旨
定
め
て
い
る
（
六
条
の
二
第
一
項
）。﹂（﹁
Ｂ
部
分
﹂）

　
﹁
ま
た
、
同
法
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
確
認
済
証
の
交
付
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
特
定
行
政
庁
（
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区

域
に
つ
い
て
は
当
該
市
町
村
の
長
を
い
う
。
二
条
三
二
号
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
た
（
六
条
の
二
第
三
項
）
上
で
、
特
定

行
政
庁
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
た
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係

規
定
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
建
築
物
の
建
築
主
及
び
当
該
確
認
済
証
を
交
付
し
た
指
定
確
認
検
査
機
関
に
そ
の
旨
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
認
済
証
は
そ
の
効
力
を
失
う
旨
定
め
て
（
同
条
四
項
）、
特
定
行
政
庁
に
対
し
、
指

定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
を
是
正
す
る
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。﹂（﹁
Ｃ
部
分
﹂）

　
﹁
以
上
の
建
築
基
準
法
の
定
め
か
ら
す
る
と
、
同
法
は
、
建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
確
認
に
関
す
る
事
務
を
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
す
る
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
し
て
、
上
記
の
確
認
に
関
す
る

事
務
を
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
に
お
い
て
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
よ
る
確

認
に
関
す
る
事
務
は
、
建
築
主
事
に
よ
る
確
認
に
関
す
る
事
務
の
場
合
と
同
様
に
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
り
、
そ
の
事
務
の
帰
属
す

二
一
一
一
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

る
行
政
主
体
は
、
当
該
確
認
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。﹂（﹁
Ｄ
部
分
﹂）

　
﹁
し
た
が
っ
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共

団
体
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
当
該
確
認
に
つ
き
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
所
定
の
﹁
当
該
処
分
又
は
裁
決
に
係
る
事
務
の
帰
属
す

る
国
又
は
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
抗
告
人
は
、
本
件
確
認
に
係
る
事
務
の
帰
属
す
る
公
共
団
体
に
当
た
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。（﹁
Ｅ
部
分
﹂）

　

ま
た
、
本
件
会
社
は
本
件
確
認
を
抗
告
人
の
長
で
あ
る
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
に
お
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
本
件
の
事

情
の
下
に
お
い
て
は
、
本
件
確
認
の
取
消
請
求
を
抗
告
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
変
更
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。﹂

⑵　

最
高
裁
決
定
は
、
以
上
の
ご
と
く
で
あ
り
、
原
決
定
（
東
京
高
決
平
成
一
六
年
一
〇
月
五
日
判
例
集
未
登
載
）
の
判
断
を
正
当
と
し
て

是
認
し
、
抗
告
人
（
横
浜
市
）
の
抗
告
を
棄
却
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
原
決
定
は
、
建
築
確
認
に
か
か
る
事
務
の
帰
属
は
地
方
公
共
団
体
で

あ
る
と
し
て
、
基
本
事
件
で
あ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
す
る
建
築
確
認
処
分
取
消
訴
訟
を
地
方
公
共
団
体
（
横
浜
市
）
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
変
更
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
原
个
決
定
（
横
浜
地
決
平
成
一
六
年
六
月
二
三
日
判
例
集
未
登
載
）
）
4
（

の
判
断
を
相
当
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
原
々
決
定
を
引
用
し
そ
の
文
章
を
若
干
改
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
原
个
決
定
と

ほ
ぼ
同
旨
の
理
由
で
、
抗
告
人
の
抗
告
を
理
由
が
な
い
と
し
て
棄
却
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二　

最
高
裁
決
定
の
考
え
方

⑴　

紹
介
し
た
最
高
裁
決
定
が
訴
え
の
変
更
後
の
被
告
を
地
方
公
共
団
体
と
し
た
考
え
方
は
、
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
い
い
う
る
。

二
一
一
二
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す
な
わ
ち
、
建
築
主
事
が
す
る
確
認
事
務
は
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
る
（
Ａ
部
分
）。
建
築
基
準
法
で
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関

の
確
認
及
び
確
認
済
証
の
交
付
は
建
築
主
事
の
確
認
及
び
確
認
済
証
と
み
な
さ
れ
る
（
Ｂ
部
分
）。
ま
た
、
建
築
基
準
法
は
、
指
定
確
認
検

査
機
関
の
し
た
違
法
な
建
築
確
認
に
つ
い
て
不
適
合
を
認
定
し
通
知
す
る
こ
と
を
通
じ
て
当
該
確
認
済
証
を
失
効
せ
し
め
る
と
い
う
指
定
確

認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
是
正
権
限
を
特
定
行
政
庁
に
付
与
し
て
い
る
（
Ｃ
部
分
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
建
築
基
準
法
は
確
認
事
務
を
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
し

て
確
認
事
務
を
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
に
お
い
て
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
い
い
う
る
。
そ
う
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
事
務

は
、
建
築
主
事
に
よ
る
確
認
事
務
と
同
様
に
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
り
、
確
認
事
務
の
帰
属
す
る
行
政
主
体
は
当
該
確
認
に
係
る
建
築

物
に
つ
い
て
確
認
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
（
Ｄ
部
分
）。
し
た
が
っ
て
、
当
該
確
認
に
係
る
建
築
物

に
つ
い
て
確
認
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
定
め
る
﹁
事
務
の
帰
属
す
る

公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
（
Ｅ
部
分
）、
と
判
断
し
た
と
い
え
る
。

⑵　

な
お
、
原
々
審
は
、﹁
建
築
基
準
法
が
、
同
条
六
条
の
二
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
帰
属
す
る
行

政
事
務
で
あ
る
建
築
確
認
事
務
の
う
ち
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
す
る
確
認
及
び
確
認
済
証
の
交
付
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
市
町
村

又
は
都
道
府
県
の
建
築
主
事
に
お
い
て
処
理
す
る
確
認
及
び
確
認
済
証
の
交
付
等
の
事
務
と
は
切
り
離
し
、
指
定
確
認
検
査
機
関
と
い
う
建

築
確
認
事
務
の
一
部
が
帰
属
す
る
新
た
な
行
政
主
体
（
公
共
団
体
）
を
創
設
し
た
も
の
と
ま
で
解
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
﹂
と
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
原
々
審
は
、
特
定
行
政
庁
が
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
し
指
揮
監
督
権
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
不
適
合
認
定
通
知
の
制
度
に

加
え
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
特
定
行
政
庁
に
対
す
る
照
会
制
度
（
建
基
法
七
七
条
の
三
二
第
一
項
）
及
び
特
定
行
政
庁
の
指
定
確
認
検

査
機
関
に
対
す
る
指
示
制
度
（
同
条
第
二
項
）
も
挙
げ
て
い
る
。

二
一
一
三
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訴
訟
の

賠
償
責
任
者

　

最
高
裁
決
定
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
に
よ
り
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
取
消
訴
訟
を
指

定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
に
訴
え
の
変
更
し
た
場
合
の
被
告
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と

し
た
。

⑶　

最
高
裁
決
定
に
基
づ
く
訴
え
変
更
後
の
国
賠
請
求
訴
訟
（
基
本
事
件
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
に
い
た
り
、
横
浜
地
裁
平
成
一
八

年
八
月
九
日
判
決
に
お
い
て
下
さ
れ
た）

5
（

。
横
浜
地
裁
判
決
に
よ
れ
ば
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
に
国
賠
法
上
の
違
法
は
な
い

と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
、
原
告
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
横
浜
地
裁
判
決
は
、
訴
え
変
更
後
の
被
告
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
（
横
浜
市
）
が
国
賠
請
求
訴
訟
の
賠
償
責
任
者
と
な
り
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
何
ら
判
断
し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。

（
４
）　

金
子
正
史
﹁
判
批
﹂
法
資
二
七
三
号
一
〇
八
頁
（
二
〇
〇
四
年
）。

（
５
）　

横
浜
地
判
平
成
一
八
年
八
月
九
日
判
例
集
未
登
載
。
本
判
決
本
件
に
つ
い
て
の
﹁
判
批
﹂
は
、
金
子
・
前
掲
注
（
１
）
四
三
九
頁
以
下
（
初
出
・
金
子
正
史
﹁
指
定
確
認
検

査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
に
係
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟―

―

横
浜
地
判
平
成
一
八
年
八
月
九
日
を
契
機
と
し
て
﹂
山
田
二
郎
先
生
喜
寿
記
念
﹃
納
税
者
保
護
と
法
の
支
配
﹄
三

八
五
頁
（
二
〇
〇
七
年
））
を
参
照
。

第
二
節　

最
高
裁
決
定
以
降
の
判
決
の
検
討

　

最
高
裁
決
定
以
降
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
訴
え
の
変
更
で
は
な
く
て
、
訴
え
の
当
初
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
或
い
は
指
定
確

認
検
査
機
関
を
被
告
と
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
が
い
く
つ
か
見

ら
れ
た
。

二
一
一
四
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以
下
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
判
決
を
瞥
見
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
国
賠
請
求
訴
訟
の
賠
償
責
任
者
た
る
被
告
は
誰
か
、
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
よ
う
。
な
お
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
指
定
確
認
検
査
機
関
ば
か
り
で
な
く
建
築
主
等
も
国
賠
請
求
訴
訟
（
損

害
賠
償
請
求
訴
訟
）
の
被
告
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
建
築
主
等
に
係
る
部
分
は
、
本
稿
の
検
討
の
対
象
で
は
な
い
の
で
省
略
さ
せ

て
頂
い
た
。

一　

東
京
地
判
平
成
一
七
年
一
一
月
二
一
日
判
時
一
九
一
五
号
三
四
頁
（
以
下
﹁
東
京
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
二
一
日
判
決
﹂
と
い

う
。）

（
一
）　

事
実
の
概
要

　

本
件
は
、
工
場
跡
地
に
一
五
階
建
て
の
大
規
模
な
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
よ
り
景
観
権
・

環
境
権
が
侵
害
さ
れ
、
日
照
、
通
風
そ
の
他
の
被
害
を
受
け
る
と
主
張
す
る
十
数
名
の
周
辺
住
民
が
原
告
と
な
り
、
建
築
主
、
工
事
を
請
負

っ
た
建
設
会
社
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
確
認
を
行
っ
た
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
し
て
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
求
め
た
事
案
で
あ

る
。

（
二
）　

判
旨

⑴　

被
告
で
あ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
本
案
前
の
答
弁
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
認
め

ら
れ
な
い
と
述
べ
た
。

　
﹁
平
成
一
七
年
六
月
二
四
日
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
の
決
定
に
照
ら
す
と
、
民
間
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
の
違
法
を
主
張
す

る
損
害
賠
償
請
求
の
被
告
適
格
は
、当
該
建
築
物
に
つ
き
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
か
ら
、

二
一
一
五
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

被
告
Ｅ
Ｒ
Ｉ
に
対
す
る
原
告
ら
の
本
件
訴
え
は
被
告
を
誤
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
訴
え
は
却
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。﹂

　

こ
の
答
弁
に
対
し
て
、
本
判
決
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
被
告
の
答
弁
を
退
け
た
。

　
﹁
原
告
ら
の
被
告
Ｅ
Ｒ
Ｉ
に
対
す
る
請
求
は
、
営
利
法
人
に
対
す
る
金
銭
の
現
在
給
付
請
求
で
あ
る
か
ら
、
主
張
自
体
理
由
が
な
い
こ
と

を
理
由
と
し
て
請
求
棄
却
と
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
訴
訟
要
件
（
訴
え
の
利
益
、
被
告
適
格
）
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
訴
え
却
下
と
な
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂（
以
上
を
﹁
前
半
部
分
﹂
と
い
う
。）

⑵　
﹁
上
記
最
高
裁
決
定
は
、
訴
え
提
起
当
初
は
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
す
る
建
築
確
認
の
取
消
し
を
求
め
る
行
政
事
件
訴
訟
と
し

て
係
属
し
た
事
件
を
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
損
害
賠
償
請
求
に
訴
え
を
変
更
す
る
場
合
に
、
当
該
指
定
確
認
検
査
機

関
の
確
認
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
は
、
同
条
項
に
い
う
﹁
当
該
処
分

又
は
裁
決
に
係
る
事
務
の
帰
属
す
る
国
又
は
公
共
団
体
﹂
に
あ
た
り
、
訴
え
の
変
更
に
は
被
告
の
変
更
を
伴
う
の
で
、
地
方
公
共
団
体
が
損

害
賠
償
請
求
の
訴
え
の
被
告
と
な
る
旨
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
。

　

原
告
ら
の
被
告
Ｅ
Ｒ
Ｉ
に
対
す
る
本
件
訴
え
は
、
訴
え
提
起
当
初
か
ら
行
政
事
件
訴
訟
で
は
な
く
、
被
告
Ｅ
Ｒ
Ｉ
に
対
す
る
民
事
訴
訟
と

し
て
係
属
し
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
に
よ
る
行
政
事
件
訴
訟
か
ら
民
事
訴
訟
へ
の
訴
え
変
更
の
場
面
と
は
無
関
係

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
に
関
す
る
被
告
Ｅ
Ｒ
Ｉ
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。﹂（
以
上
を
﹁
後
半
部
分
﹂
と
い
う
。）

⑶　

本
判
決
は
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
被
告
の
本
案
前
の
答
弁
を
退
け
、
本
案
審
理
に
入
り
、
請
求
原
因
に
つ
い
て
審
理
し
、
被
告
（
指

定
確
認
検
査
機
関
）
の
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
は
、
被
告
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
性
に
つ
い
て
の
み
審
理
し
建
築
確
認
に
違
法
は
な
い

と
判
断
し
、
こ
の
判
断
の
み
で
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

二
一
一
六



（　
　
　
　

）

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
一

（
三
）　

検
討

⑴　

本
判
決
は
、
平
成
一
七
年
の
最
高
裁
決
定
以
降
、
お
そ
ら
く
、
初
め
て
最
高
裁
決
定
に
触
れ
た
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認

の
違
法
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
下
さ
れ
た
判
決
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

6
（

。

⑵　

ま
ず
、
本
案
前
の
判
断
の
前
半
部
分
で
、
被
告
は
、
最
高
裁
決
定
を
引
用
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
損
害
賠
償
請
求
の
被
告
適
格

を
欠
く
の
で
本
件
訴
え
は
却
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
を
し
た
が
、
本
判
決
は
、
本
件
は
金
銭
の
給
付
請
求
訴
訟
で
あ
る
か
ら
、
訴

訟
要
件
と
し
て
の
被
告
適
格
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
訴
え
却
下
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
場
合
で
も
本
案
審
理
が
な
さ
れ
請
求
棄
却
と
な

る
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
説
は
、
給
付
の
訴
え
に
お
い
て
は
給
付
の
訴
え
の
形
式
を
と
っ
た
こ
と
自
体
で
給
付
請
求
権
を
め
ぐ
る
対
立
構
造

が
明
確
に
な
り
原
告
適
格
と
被
告
適
格
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
、
給
付
の
訴
え
で
は
、
一
般
に
訴
訟
物
た
る
請
求
権
を
も
つ
と
自
ら
主
張
す
る

者
に
原
告
適
格
が
あ
り
、
原
告
に
よ
っ
て
そ
の
義
務
者
と
主
張
さ
れ
る
者
に
は
被
告
適
格
が
あ
る
と
し
て
い
る）

7
（

。
判
例
も
、
給
付
の
訴
え
に

お
い
て
は
、
そ
の
訴
え
を
提
起
す
る
者
が
給
付
義
務
者
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
者
に
被
告
適
格
が
あ
り
、
そ
の
者
が
当
該
給
付
義
務
を
負

担
す
る
か
否
か
は
本
案
請
求
の
当
否
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
と
し
て
い
る）

8
（

。
し
た
が
っ
て
、
原
告
の
主
張
自
体
か
ら
み
て
被
告
が
請
求
に

対
す
る
義
務
者
た
り
え
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
被
告
適
格
を
欠
く
と
し
て
訴
え
を
却
下
す
べ
き
で
な
く
、
被
告
適
格
は
あ

る
と
し
て
、
あ
と
は
本
案
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
の
で
請
求
棄
却
と
な
る
と
解
さ
れ
る
。
以
上
の
学
説
、
判
例
か
ら
す
る
と
、
本
判
決
の
前

半
部
分
の
考
え
方
は
妥
当
な
判
断
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

⑶　

次
に
、
本
判
決
の
本
案
前
の
判
断
の
後
半
部
分
は
、
最
高
裁
決
定
は
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
に
よ
る
取
消
訴
訟
か
ら
民
事
訴
訟

へ
の
訴
え
の
変
更
後
の
被
告
に
つ
い
て
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
は
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
し
て
訴
え
の
当
初
か
ら
民
事
損

害
賠
償
請
求
訴
訟
と
し
て
提
起
さ
れ
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、最
高
裁
決
定
は
本
件
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

二
一
一
七
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
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由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

し
た
が
っ
て
、
こ
の
後
半
部
分
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
本
判
決
は
訴
え
提
起
の
当
初
か
ら
民
事
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
の
賠
償

責
任
者
と
し
て
の
被
告
に
つ
い
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
と
も
な
い
と
も
判
断
し
て
い
な
い
し
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
も
な
い

と
も
判
断
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。

⑷　

本
判
決
の
本
案
の
判
断
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
故
意
・
過

失
、
違
法
性
・
権
利
侵
害
、
因
果
関
係
、
損
害
の
発
生
と
い
う
不
法
行
為
成
立
の
要
件
の
す
べ
て
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
被
告
の

し
た
建
築
確
認
の
違
法
性
に
つ
い
の
み
審
理
し
て
、
建
築
確
認
に
は
違
法
性
が
な
い
と
の
判
断
の
み
で
請
求
を
棄
却
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

本
判
決
は
、
被
告
で
あ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
が
賠
償
責
任
者
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。

　

本
判
決
は
、
本
件
の
よ
う
な
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
適
用
が
推
測
さ
れ
る
法
条
、

た
と
え
ば
国
家
賠
償
法
（
以
下
、
適
宜
﹁
国
賠
法
﹂
と
い
う
。）
一
条
一
項
或
い
は
民
法
七
〇
九
条
な
ど
に
は
、
一
切
触
れ
て
い
な
い）

9
（

。
本

判
決
は
、
そ
の
条
文
の
ど
ち
ら
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
建
築
確
認
に
違
法
性
が
な
い
な
ら
ば
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
と
判
断
し
て
、
適
用

法
条
の
特
定
を
留
保
し
た
と
解
さ
れ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
が
、
本
判
決
は
、
最
高
裁
決
定
は
本
件
と
は
無
関
係
と
述
べ
た
だ
け
で
、
訴
え
提
起
の
当
初
か
ら
指
定
確
認
検
査
機
関
の

し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
の
賠
償
責
任
者
と
し
て
の
被
告
は
誰
か
に
つ
い
て
は
、
何
も

述
べ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。

二　

横
浜
地
判
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
自
二
七
七
号
三
一
頁
（
以
下
﹁
横
浜
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
﹂
と
い
う
。）

（
一
）　

事
実
の
概
要

　

本
件
は
、
斜
面
地
に
大
規
模
共
同
住
宅
（
地
上
三
階
、
地
下
七
階
、
戸
数
三
六
）
の
建
築
が
計
画
さ
れ
、
六
名
の
周
辺
住
民
が
本
件
建
築

二
一
一
八
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物
の
建
築
に
よ
り
日
照
権
の
侵
害
、
住
環
境
・
景
観
権
の
侵
害
、
風
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
侵
害
さ
れ
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
指
定
確
認

検
査
機
関
の
し
た
本
件
建
築
確
認
の
取
消
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
確
認
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事

が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
（
横
浜
市
）
を
被
告
と
し
て
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る）
₁₀
（

。

（
二
）　

判
旨

　

本
判
決
は
、
国
賠
請
求
訴
訟
の
被
告
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
原
告
ら
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

⑴　

ま
ず
、﹁
指
定
確
認
検
査
機
関
に
よ
る
確
認
に
関
す
る
事
務
は
、
建
築
主
事
に
よ
る
確
認
の
事
務
の
場
合
と
同
様
に
、
地
方
公
共
団
体

の
事
務
で
あ
り
、
そ
の
事
務
の
帰
属
す
る
行
政
主
体
は
、
当
該
確
認
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置

か
れ
た
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
判
所
平
成
一
七
年
六
月
二
四
日
第
二
小
法
廷
決
定
参
照
）。﹂
と
述
べ

た
（
以
上
を
﹁
前
半
部
分
﹂
と
い
う
。
以
下
同
じ
。）。

⑵　

次
い
で
、﹁
そ
う
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
よ
る
建
築
確
認
処
分
は
、
当
該
確
認
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
権
限

を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
当
該
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
確
認
検
査
機

関
に
よ
る
建
築
確
認
処
分
に
係
る
事
務
の
違
法
そ
れ
自
体
を
理
由
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹃
公
共
団
体
﹄
と
し
て
賠
償
責
任
を

負
う
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た
（﹁
後
半
部
分
﹂）。

⑶　

最
後
に
、
本
判
決
は
、﹁
被
告
検
査
機
構
が
行
っ
た
本
件
確
認
処
分
が
原
告
ら
と
の
関
係
に
お
い
て
、
国
家
賠
償
法
上
も
違
法
と
評
価

さ
れ
、
そ
の
点
に
故
意
又
は
過
失
が
あ
っ
て
賠
償
を
要
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
被
告
横
浜
市
は
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹃
公
共
団
体
﹄
と

し
て
の
賠
償
責
任
を
負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
処
分
は
建
築
確
認
取
消
訴
訟
で
は
違
法
で
あ
る
と
の
判
断
を
し
た
が
、
国
賠
請
求
訴
訟

二
一
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

で
は
建
築
確
認
処
分
が
﹁
国
家
賠
償
法
上
に
お
い
て
違
法
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
被
告
検
査
機
構
に
は
故
意
又
は

過
失
は
存
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
﹂
と
判
断
し
、
被
告
横
浜
市
に
対
す
る
請
求
を
棄
却
し
た
。

（
三
）　

検
討

⑴　

最
高
裁
決
定
は
、
前
半
部
分
の
み
で
あ
っ
て
、
後
半
部
分
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
決
定
は
、
訴
え
の
変
更
後
の
被
告
が
地

方
公
共
団
体
と
な
る
根
拠
を
、
前
半
部
分
、
す
な
わ
ち
指
定
確
認
検
査
機
関
の
す
る
確
認
に
関
す
る
事
務
が
地
方
公
共
団
体
に
帰
属
す
る
こ

と
の
み
に
求
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
前
半
部
分
に
加
え
て
、
後
半
部
分
を
付
け
加
え
、
地
方
公
共
団
体
が
賠
償
責
任
者
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

後
半
部
分
を
付
け
加
え
た
理
由
は
、
本
件
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
訴
え
の
変
更
の
場
合
で
な
く
、
訴
え
提
起
の
当
初
か
ら

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
は
、
指

定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
は
、
当
該
確
認
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公

共
団
体
の
事
務
で
あ
る
と
い
う
最
高
裁
決
定
を
前
提
と
す
れ
ば
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
す
る
建
築
確
認
処
分
は
当
該
地
方
公
共
団
体
の
公

権
力
の
行
使
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
は
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
﹁
公
共
団
体
﹂
に
当
た
り
、
賠
償
責
任
を
負
う
と
判
断

し
た
と
解
さ
れ
る
。

⑵　

最
高
裁
決
定
は
、
訴
え
変
更
後
の
被
告
を
地
方
公
共
団
体
と
し
た
だ
け
で
、
訴
え
変
更
後
の
被
告
は
賠
償
責
任
者
で
あ
る
と
は
述
べ
て

い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
訴
え
変
更
後
の
被
告
が
賠
償
責
任
者
と
な
り
う
る
か
否
か
は
大
き
な
争
点
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
、
最
高
裁
決
定
を
引
用
し
た
だ
け
で
、
さ
し
た
る
検
討
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
訴
え
の
当
初
か
ら
指
定
確
認
検
査

機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
の
賠
償
責
任
者
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
し
た
。本
判
決
は
、

二
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
、
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
、
説
得
的
な
考
え
方
を
示
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

⑶　

こ
の
疑
問
は
、
本
判
決
が
引
用
し
た
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
事
務
は
建
築
主
事
の
事
務
と
同
じ
く
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ

る
と
し
た
最
高
裁
決
定
に
対
す
る
疑
問
と
い
え
る
が
、
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
最
高

裁
決
定
に
対
す
る
疑
問
を
、
ご
く
簡
単
に
述
べ
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る）
₁₁
（

。

　

本
判
決
が
引
用
し
た
最
高
裁
決
定
が
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
事
務
は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
理
由
は
、

建
築
基
準
法
は
確
認
事
務
を
﹁
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
す
る
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
し
て
、
上
記
の
確
認
に
関
す

る
事
務
を
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
に
お
い
て
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
﹂
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
最
高
裁
決

定
の
考
え
方
は
、
建
築
基
準
法
の
定
め
る
不
適
合
認
定
通
知
制
度
（
旧
法
六
条
の
二
第
三
項
、
四
項
。
現
行
法
六
条
一
〇
項
、
一
一
項
）
）
₁₂
（

を

し
て
特
定
行
政
庁
の
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
権
の
根
拠
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
考
え
方
に
は
少
な
か
ら
ず
疑
問
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
指
定
権
・
指
定
取
消
権
を
有
す
る
国
土
交
通
大
臣
・
都
道
府
県
知
事
（
法
七
七
条
の
三
五
第
一
項
、

二
項
）
が
監
督
行
政
庁
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
個
別
建
築
確
認
処
分
の
失
効
を
も
た
ら
す
に
す
ぎ
な
い
不
適
合
認
定
通
知
権
の

み
を
有
す
る
特
定
行
政
庁
（
都
道
府
県
知
事
が
特
定
行
政
庁
の
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
に
は
指
定
権
・
指
定
取
消
権
と
不
適
合
認
定
通
知

権
限
の
両
方
が
あ
る
。）
を
指
定
確
認
検
査
機
関
の
監
督
官
庁
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
確
認
済
証
の
報
告
（
旧
法
六
条
の
二
第
三
項
）
で
は
、
報
告
書
の
内
容
が
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
報
告
書
の

内
容
か
ら
は
確
認
済
み
の
建
築
物
全
体
の
適
法
性
を
審
査
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
報
告
に
基
づ
く
特
定
行
政
庁
の
不
適
合
認

定
通
知
制
度
は
、
特
定
行
政
庁
の
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
権
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
は
甚
だ
心
許
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

二
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以
上
の
よ
う
な
、
疑
問
か
ら
す
る
と
、
横
浜
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
が
最
高
裁
決
定
を
引
用
し
、
さ
し
た
る
検
証
な
し
に

指
定
確
認
検
査
機
関
の
す
る
建
築
確
認
事
務
は
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
に
帰
属
す
る
と
解
し
、
こ
の
考
え
方
を
根
拠
に
、
訴

え
の
当
初
か
ら
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
は

国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹁
公
共
団
体
﹂
と
し
て
賠
償
責
任
者
と
な
る
と
し
た
た
こ
と
は
、
十
分
な
説
得
力
が
あ
る
と
は
い
い
難
い
と
解
さ

れ
る
。

⑷　

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
本
判
決
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
賠
償
責
任
者
た
る
地
方
公
共
団
体
の
負
う
賠
償
責
任
の
内
容
は
、
選
任
監
督
者
責
任

か
費
用
負
担
者
責
任
か
の
ど
ち
ら
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
高
裁
決
定
の
よ
う
に
指
定
確
認
検
査
機
関
は
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
に
あ
る
と
解
す
る
こ
と
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
少
な
か
ら
ぬ
疑
問

が
あ
る
が
、
し
か
し
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
に
あ
る
と
い
う
最
高
裁
決
定
を
前
提
と
す
れ
ば
、
事
務
の
帰
属
す
る

地
方
公
共
団
体
の
負
う
賠
償
責
任
の
内
容
は
、
国
家
賠
償
法
三
条
一
項
で
い
う
公
務
員
の
選
任
監
督
者
の
賠
償
責
任
と
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
あ
る
学
説
は
、
国
家
賠
償
法
一
条
に
基
づ
く
責
任
主
体
の
判
断
基
準
と
し
て
費
用
負
担
者
の
他
も
う
一
つ
挙
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
公
権
力
の
行
使
た
る
事
務
が
帰
属
す
る
国
・
公
共
団
体
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
こ
の
事
務
の
帰
属
主
体
は
、
国
家
賠
償
法
三
条
が

い
う
公
務
員
の
選
任
監
督
者
と
通
例
一
致
す
る
と
す
る
見
解
が
あ
る）
₁₃
（

。

⑸　

最
高
裁
決
定
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
し
て
提
起
さ
れ
た
取
消
訴
訟
を
国
賠
請
求
訴
訟
に
訴
え
を
変
更
す
る
と
事
務
の
帰
属

主
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
が
訴
え
変
更
後
の
国
賠
請
求
訴
訟
の
被
告
に
な
る
と
し
て
い
た
が
、
本
判
決
は
、
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
し

て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
被
告
た
る
地
方
公
共
団
体
が

国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
者
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
最
高
裁
決
定
の
適
用
の
範
囲
を
拡
大
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

二
一
二
二



（　
　
　
　

）

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

九
七

　

し
か
し
、
本
判
決
は
、
最
高
裁
決
定
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
指
定
確
認
検
査
機
関
の
違
法
な
建
築
確
認
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
が
実
体
法

上
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
賠
償
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
本
判
決
の
最
高
裁
決
定
の
解
釈
に
つ
い
て
は
吟
味
を
要
す
る
と

す
る
有
力
説
に
よ
る
指
摘
が
あ
る）
₁₄
（

。

三　

東
京
高
判
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
判
例
集
未
登
載
（
以
下
﹁
東
京
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
判
決
﹂
と
い
う
。）

（
一
）　

事
実
の
概
要

　

本
件
は
、
東
京
都
渋
谷
区
に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
大
規
模
共
同
住
宅
（
敷
地
約
六
、
〇
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
上
九
階
・
地
下
二
階
、

高
さ
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
戸
数
九
三
）
の
周
辺
に
居
住
す
る
原
告
ら
六
名
が
、
指
定
確
認
検
査
機
関
（
財
団
法
人
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
（
判

決
で
は
﹁
建
築
セ
ン
タ
ー
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。））
の
し
た
二
つ
の
建
築
確
認
（
以
下
、﹁
本
件
各
建
築
処
分
﹂
と
い
う
。）
に
は
建
築
基
準

法
に
違
反
す
る
違
法
事
由
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
照
被
害
等
の
健
康
及
び
生
活
に
直
結
す
る
権
利
、
利
益
が
侵
害
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
侵
害
に
対
し
東
京
都
及
び
建
築
主
の
両
者
は
民
法
七
一
九
条
に
よ
り
共
同
不
法
行
為
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
東
京
都
に
対

し
て
は
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
き
、
建
築
主
に
対
し
て
は
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
二
）　

判
旨

⑴　

原
審
（
東
京
地
判
平
成
二
〇
年
四
月
二
五
日
判
例
集
未
登
載
）
及
び
本
判
決
は
、
い
ず
れ
も
被
告
で
あ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た

本
件
各
確
認
処
分
に
違
法
は
な
い
と
し
て
、原
告
ら
の
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
東
京
都
に
対
す
る
国
家
賠
償
請
求
を
棄
却
し
た（
建

築
主
に
対
す
る
請
求
も
請
求
棄
却
で
あ
っ
た
。）。

二
一
二
三
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と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
、﹁
３　

被
控
訴
人
東
京
都
の
本
件
各
確
認
処
分
に
係
る
責
任
主
体
性
に
つ
い
て
﹂
と
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機

関
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
興
味
深
い
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
本
判
決
は
判
例
集
未
登
載
な
の
で
、
少
々
長
く
な
る
が
こ
の
部
分
を
引
用
し

よ
う
。

⑵　

本
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
﹁
３　

被
控
訴
人
東
京
都
の
本
件
各
確
認
処
分
に
係
る
責
任
主
体
性
に
つ
い
て

⑴　

控
訴
人
ら
の
被
控
訴
人
東
京
都
に
対
す
る
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
本
件
損
害
賠
償
請
求
は
上
記
の
と
お
り
理
由
が
な

く
失
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
請
求
原
因
の
う
ち
本
件
各
確
認
処
分
の
違
法
を
理
由
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
同
被
控
訴
人
の
公

権
力
行
使
の
主
体
性
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
の
で
、
以
下
に
こ
の
観
点
か
ら
も
検
討
を
加
え
て
お
く
。

⑵　

平
成
一
〇
年
法
律
第
一
〇
〇
号
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
一
年
五
月
一
日
施
行
）
は
、
従
前
建
築
主
事

が
行
っ
て
き
た
建
築
確
認
・
検
査
事
務
を
民
間
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
一
定
の
要
件
の
下

に
指
定
し
た
指
定
確
認
検
査
機
関
が
建
築
確
認
・
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
機
関
が
行
っ
た

建
築
確
認
・
検
査
に
建
築
主
事
が
行
っ
た
場
合
と
同
様
の
法
的
効
果
を
あ
た
え
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
件
に
お
け
る
建
築
セ
ン
タ
ー
も
、
こ
の
指
定
確
認
検
査
機
関
の
一
つ
で
あ
り
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
財
団
法

人
で
あ
る
（
乙
一
五
）。
と
こ
ろ
で
、
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
け
る
指
定
確
認
検
査
機
関
を
指
定
す
る
の
が
国
土
交
通
大
臣

で
あ
る
（
平
成
一
八
年
法
律
第
四
六
号
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
基
準
法
六
条
の
二
第
二
項
、
七
七
条
の
一
八
）
が
、
そ
れ
に
伴
い
同

大
臣
の
指
定
に
係
る
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
し
て
包
括
的
な
監
督
権
限
や
指
定
の
取
消
権
限
を
有
す
る
の
は
同
大
臣
で
あ
っ
て
（
同

法
七
七
条
の
三
〇
、
七
七
条
の
三
五
ほ
か
）、
都
道
府
県
知
事
は
上
記
権
限
に
は
全
く
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、

被
控
訴
人
東
京
都
は
、
建
築
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
包
括
的
な
監
督
権
限
も
指
定
の
取
消
権
限
も
有
し
て
い
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で

二
一
二
四
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あ
る
。

　

ま
た
、
建
築
セ
ン
タ
ー
の
予
算
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
に
お
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
設
立
及
び
運
営
等
に
関
し
て
被
控

訴
人
東
京
都
が
な
ん
ら
か
の
予
算
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と
の
立
証
は
全
く
さ
れ
て
い
な
い
。

⑶　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
行
う
建
築
確
認
行
為
（
処
分
）
が
被
控
訴
人
東
京
都
の
公
権
力
の
行
使
と
い
い
得

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
に
、
同
被
控
訴
人
は
、
上
記
⑵
の
と
お
り
、
建
築
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
包
括
的
監
督
権
限
も
指

定
の
取
消
権
限
も
有
し
て
い
な
い
上
、
何
ら
か
の
予
算
上
の
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
る
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
、
更
に
建
築

セ
ン
タ
ー
の
行
う
建
築
確
認
検
査
事
務
に
関
す
る
同
被
控
訴
人
の
具
体
的
な
関
与
の
態
様
・
程
度
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
同
被
控
訴
人

は
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
そ
の
行
っ
た
建
築
確
認
処
分
に
係
る
報
告
書
及
び
建
築
計
画
概
要
書
が
提
出
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
て
、
当
該
提

出
資
料
に
よ
っ
て
は
お
よ
そ
当
該
建
築
物
が
建
築
関
連
法
令
等
に
適
合
し
て
い
る
か
、
ひ
い
て
は
同
指
定
確
認
検
査
機
関
の
職
務
執

行
状
況
が
い
か
に
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
審
査
・
検
討
を
加
え
る
に
足
り
る
情
報
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
同
被
控
訴
人
は
建
築
セ
ン
タ
ー
を
具
体
的
・
実
質
的
に
指
揮
・
監
督
す
る
立
場
に
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、

も
と
よ
り
同
被
控
訴
人
が
建
築
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
建
築
確
認
検
査
事
務
を
委
任
し
て
い
る
と
み
る
余
地
も
な
い
。
前
記
の
法
改
正

は
、
こ
の
よ
う
に
、
従
来
行
政
機
関
が
行
っ
て
い
た
建
築
確
認
検
査
事
務
を
民
間
組
織
が
こ
れ
に
代
わ
っ
て
適
切
に
行
う
と
い
う
仕

組
み
を
構
築
し
、
建
築
に
関
す
る
規
制
に
対
す
る
行
政
の
直
接
的
な
関
与
か
ら
間
接
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
移
行
さ
せ
、
行
政
機
関

は
本
来
的
に
行
政
で
し
か
で
き
な
い
業
務
に
そ
の
精
力
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
全
体
と
し
て
建
築
規
制
の
実
効
性
を
確
保
し
よ
う

と
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
建
築
セ
ン
タ
ー
の
行
う
建
築
確
認
検
査
事
務
に
係
る
行
為
が
、
国

家
賠
償
法
一
条
の
適
用
に
関
し
て
被
控
訴
人
東
京
都
の
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
と
す
る
控
訴
人
ら
の
主
張
は
全
く
法
的
根
拠
も
有
し

な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
む
し
ろ
本
件
各
確
認
処
分
に
つ
い
て
そ
の
公
権
力
行
使
の
主
体
と
い
い
得
る
の
は
、
そ
の
確
認

二
一
二
五
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検
査
事
務
そ
れ
自
体
の
法
的
性
質
及
び
事
務
の
あ
り
方
、
確
認
検
査
員
を
始
め
と
す
る
職
員
等
の
法
的
地
位
（
前
記
改
正
前
の
建
築

基
準
法
七
七
条
の
二
五
、七
七
条
の
二
六
）
な
ど
に
照
ら
し
て
、建
築
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。）。

　

控
訴
人
ら
は
、
本
件
各
確
認
処
分
が
被
控
訴
人
東
京
都
の
事
務
に
帰
属
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
当
該
公
権
力
行
使
の
主
体
は

同
被
控
訴
人
で
あ
り
国
家
賠
償
法
上
の
責
任
を
負
う
べ
き
旨
主
張
す
る
が
、
事
務
の
帰
属
先
い
か
ん
と
い
う
観
点
か
ら
直
ち
に
本
件

に
お
け
る
公
権
力
の
行
使
主
体
が
論
理
的
に
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
控
訴
人
ら
の
上
記
主
張
は
、
被
控
訴
人
東
京
都
と

建
築
セ
ン
タ
ー
の
間
の
実
質
的
な
指
揮
監
督
関
係
等
に
つ
い
て
の
考
察
を
一
切
欠
い
た
見
解
で
あ
っ
て
、
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

⑷　

し
た
が
っ
て
、
控
訴
人
ら
の
被
控
訴
人
東
京
都
に
対
す
る
本
件
各
確
認
処
分
の
違
法
を
理
由
と
す
る
本
訴
請
求
部
分
は
、
同
被

控
訴
人
が
本
件
各
確
認
処
分
に
つ
い
て
国
家
賠
償
法
上
の
公
権
力
行
使
の
主
体
に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も

失
当
と
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
（
以
上
、
傍
線
は
筆
者
）。

４　

以
上
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
控
訴
人
ら
の
主
張
は
い
ず
れ
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
控
訴
人
ら
の
請

求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
原
判
決
は
相
当
で
あ
っ
て
、
本
件
各
控
訴
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、

主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。﹂

（
三
）　

検
討

⑴　

本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
行
う
建
築
確
認
行
為
（
処
分
）
が
被
控
訴
人
東
京
都
の
公
権
力
の
行
使
と
い
い
う
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
考
察
し
、
引
用
し
た
判
決
の
傍
線
部
分
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

結
論
と
し
て
、
建
築
セ
ン
タ
ー
の
行
う
建
築
確
認
検
査
事
務
に
係
る
行
為
が
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
適
用
に
関
し
て
被
控
訴
人
東
京
都
が

二
一
二
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一

公
権
力
行
使
の
主
体
で
あ
る
と
す
る
控
訴
人
ら
の
主
張
は
法
的
根
拠
が
な
い
と
し
、
本
件
各
確
認
処
分
に
つ
い
て
の
公
権
力
行
使
の
主
体
と

い
い
う
る
の
は
、
建
築
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
し
、
賠
償
責
任
者
は
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
と
し
た
と
解
さ

れ
る
。

⑵　

本
判
決
は
、地
方
公
共
団
体
は
賠
償
責
任
者
（
本
判
決
で
は
﹁
公
権
力
行
使
の
主
体
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。）
た
り
え
な
い
と
し
て
い
る
が
、

建
築
確
認
事
務
の
帰
属
先
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
先
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
す

る
最
高
裁
決
定
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
判
決
は
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
が
指
定
確
認
検
査
機
関
か
或
い
は
地
方
公
共
団
体
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
先
い
か
ん
と
い
う
観
点
か
ら
直
ち
に
公
権
力
行
使
の
主
体
が
論
理
的
に
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
判
決
は
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
先
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
帰
属
先
が
公
権
力
行
使
の
主
体
で
あ
る

と
は
限
ら
な
い
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
先
が
地
方
公
共
団
体
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
公
権
力
行
使
の
主
体
で
あ
り
、
国
家
賠
償
法
上
の
賠
償
責
任
者
で
あ
る

と
す
る
こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
間
の
実
質
的
な
指
揮
監
督
関
係
等
の
考
察
を
一
切
欠
い
た
見
解
で
あ
る
と
し
、

控
訴
人
ら
の
主
張
を
否
定
し
た
と
い
え
る
。

　

以
上
の
考
え
方
の
下
で
、
本
判
決
は
建
築
確
認
事
務
に
係
る
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
者
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
判
決
の
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
本
判
決
は
、

建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
す
る
最
高
裁
決
定
の
考
え
方
を
、
明
白
に
否
定
し
て
は
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
筆
者
の
理
解
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
本
判
決
は
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
一
二
七
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

⑶　

本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
と
い
う
私
的
な
団
体
が
公
権
力
を
行
使
す
る
団
体
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
賠
償
責
任
を
負
う

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
私
的
な
団
体
が
国
家
賠
償
法
一
条
の
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
説
の
有
力
説
は
、
国
家
賠
償
法
一
条
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
加
害
行
為
が
、
公
権
力
の
行
使
に
当
た

る
か
ど
う
か
が
先
決
事
項
で
、
こ
れ
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
公
権
力
の
行
使
を
す
る
団
体
が
賠
償
責
任
を
負
う
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

公
権
力
を
行
使
す
る
団
体
か
否
か
は
、
個
別
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
り
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
以
外
の
団
体
で
あ
っ
て
も
公

権
力
を
行
使
す
る
団
体
で
あ
れ
ば
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
団
体
た
り
う
る
と
し
て
い
る）
₁₅
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
弁
護
士
会
の
弁
護
士
対
す
る
懲
戒
処
分
は
﹁
公
権
力
の
行
使
﹂
に
当
た
る
と
し
て
弁
護
士
会
が

（
東
京
高
判
平
成
一
九
年
一
一
月
二
九
日
判
時
一
九
九
一
号
七
八
頁
）
又
日
本
自
転
車
振
興
会
の
会
長
等
が
行
う
競
輪
選
手
の
登
録
抹
消
及

び
斡
旋
留
保
は
﹁
公
権
力
の
行
使
﹂
に
当
た
る
と
し
て
日
本
自
転
車
振
興
会
が
（
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
一
二
月
二
五
日
判
時
七
〇
八
号
四

八
頁
）、
そ
れ
ぞ
れ
私
的
な
団
体
で
あ
っ
て
も
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹁
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
解
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

こ
れ
を
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
つ
い
て
い
え
ば
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
法
的
権
利
主
体
と
し
て
企
業
活
動
を
営
む
私
的
な
団
体
で

あ
る
が
、
そ
の
行
う
建
築
確
認
が
﹁
公
権
力
の
行
使
﹂
に
当
た
り
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹁
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
解
さ
れ
る
か
が
、

問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
所
属
す
る
確
認
検
査
員
が
建
築
確
認
を
す
れ
ば
（
建
基
法
七
七
条

の
二
四
第
一
項
）、
建
基
法
上
、
当
該
建
築
確
認
は
指
定
確
認
検
査
機
関
自
体
の
権
限
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
建
築
確
認
は
行
政

処
分
と
さ
れ
て
い
る
（
建
基
法
九
四
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
建
築
確
認
を
し
た
確
認
検
査
員
が
所
属
す
る
指
定
確
認
検
査
機
関
は
﹁
公

権
力
の
行
使
﹂
を
し
た
団
体
と
し
て
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹁
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷　

本
判
決
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
訴
え
の
変
更
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法

を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
初
め
て
賠
償
責
任
者
は
地
方
公
共
団
体
で
は
な
く
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
こ

二
一
二
八
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と
示
し
た
判
決
で
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。

四　

東
京
地
判
平
成
二
一
年
五
月
二
七
日
判
時
二
〇
四
七
号
一
二
八
頁
（
以
下
﹁
東
京
地
裁
平
成
二
一
年
五
月
二
七
日
判
決
﹂
と
い
う
。）

（
一
）　

事
実
の
概
要

　

原
告
（
建
築
主
）
は
、
東
京
都
杉
並
区
に
お
い
て
地
上
一
〇
階
、
地
下
一
階
の
店
舗
兼
共
同
住
宅
（
以
下
﹁
本
件
建
物
﹂
と
い
う
。）
の

施
工
を
訴
外
一
級
建
築
士
事
務
所
（
原
告
補
助
参
加
人
）
に
請
け
負
わ
せ
て
建
築
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
を

受
け
て
建
築
さ
れ
た
本
件
建
築
物
は
、
第
三
種
高
度
斜
線
制
限
に
違
反
す
る
建
築
物
と
な
っ
て
し
ま
い
、
特
定
行
政
庁
（
杉
並
区
長
）
か
ら

そ
の
違
反
部
分
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
九
条
二
項
の
除
却
命
令
を
受
け
る
に
い
た
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
原
告
は
、
本
件
建
築
物
に
つ
い
て
建
築
確
認
済
証
を
交
付
し
た
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は

特
定
行
政
庁
か
ら
本
件
建
築
物
の
所
在
す
る
地
域
に
第
三
種
高
度
斜
線
制
限
が
あ
る
旨
の
指
摘
を
文
書
に
よ
り
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
見
落
と
し
、
原
告
が
建
築
確
認
申
請
業
務
を
委
任
し
た
訴
外
一
級
建
築
士
事
務
所
に
連
絡
等
を
せ
ず
、
漫
然
と
建
築
確
認
済
証
を
交

付
し
た
過
失
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
原
告
は
第
三
種
高
度
斜
線
制
限
に
違
反
す
る
本
件
建
物
を
建
築
し
て
し
ま
い
損
害
を
被
っ
た
と
し
、
被

告
に
対
し
建
築
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
く
業
務
の
履
行
に
つ
い
て
善
管
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
損
害
賠
償
請
を
請
求
し

た
。

（
二
）　

判
旨

⑴　

本
判
決
は
、
建
築
主
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
間
の
建
築
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
の
成
立
を
認
め
、
確
認
検
査
業
務
の
履
行
に
つ
き

指
定
確
認
検
査
機
関
に
善
管
注
意
義
務
を
怠
っ
た
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た
と
し
て
、
大
略
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
原
告
の
損
害
賠
償
請
求

二
一
二
九
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
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違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

を
一
部
認
め
た
。

　

ま
ず
、
本
判
決
は
、
被
告
（
指
定
確
認
検
査
機
関
）
に
よ
る
、
最
高
裁
決
定
に
よ
れ
ば
被
告
に
は
被
告
適
格
が
な
い
と
い
う
主
張
に
関
し

て
は
、
本
件
は
債
務
不
履
行
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
給
付
訴
訟
で
あ
る
か
ら
被
告
に
は
被
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
本

件
は
、
訴
え
の
変
更
に
係
る
最
高
裁
決
定
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

⑵　

つ
い
で
、﹁
原
告
と
被
告
と
の
間
に
は
、
公
法
上
の
関
係
と
併
存
し
て
、
本
件
建
物
の
建
築
確
認
に
つ
き
、
上
記
約
款
に
定
め
ら
れ
た

内
容
の
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
述
べ
、
原
告
と
被
告
の
間
に
確
認
検
査
業
務
委
託
契

約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

　

そ
し
て
、
被
告
の
善
管
注
意
義
務
違
反
の
有
無
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
﹁
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
そ
の
業
務
の
性
質
上
、
法
律
上
の
規
定
が
な
く
と
も
、
区
か
ら
指
摘
を
受
け
た
当
該
建
物
の
建
築
の
可
否
に

関
係
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
建
築
主
に
対
し
て
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
適
法
な
建
築
確
認
を
す
る
こ
と
が
当
然
期
待
さ
れ
る
か
ら
、
本
件

の
事
実
関
係
の
下
で
は
、
前
記
善
管
注
意
義
務
の
一
内
容
と
し
て
、
区
か
ら
の
前
記
指
摘
事
項
を
建
築
主
に
通
知
し
て
適
切
に
対
処
す
べ
き

義
務
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
事
実
か
ら
す
る
と
、
被
告
は
、
杉
並
区
か
ら
第
三
種
高
度
地
区
で
あ
る
か
ら
高
さ

制
限
が
あ
る
旨
の
指
摘
を
受
け
た
事
実
を
通
知
せ
ず
、
こ
れ
を
見
落
と
し
た
ま
ま
漫
然
と
建
築
確
認
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
か
ら
、
確
認
検
査
業
務
の
履
行
に
つ
き
、
善
管
注
意
義
務
を
怠
っ
た
債
務
不
履
行
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂

（
三
）　

検
討

⑴　

ま
ず
、﹁
被
告
適
格
に
つ
い
て
﹂
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
、
最
高
裁
決
定
に
よ
れ
ば
指
定
確
認
検
査
機
関
に
は
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の

二
一
三
〇
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被
告
た
り
得
な
い
と
い
う
被
告
の
主
張
に
関
し
て
、
前
掲
東
京
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
二
一
日
判
決
と
同
じ
考
え
方
で
、
被
告
の
被
告
適

格
に
つ
い
て
の
主
張
を
退
け
た
が
、
こ
の
判
断
は
妥
当
と
解
さ
れ
る
。

⑵　

次
に
、﹁
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
の
成
否
﹂
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
建
築
主
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
間
に
建
築
確
認
の
申
請
と

受
理
と
い
う
公
法
上
の
関
係
と
並
存
し
て
民
事
上
の
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
本
判
決
は
、
初
め
て
、
建
築

主
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
間
に
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
の
締
結
を
認
め
た
判
決
と
い
え
る
。
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
建
築
主
事
と
は

異
な
り
業
務
委
託
に
関
し
て
は
建
築
主
と
の
関
係
に
お
い
て
独
立
の
契
約
主
体
で
あ
る
か
ら
、
指
定
確
認
検
査
機
関
と
建
築
主
の
間
に
は
民

事
上
の
契
約
を
締
結
し
う
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
本
判
決
が
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
の
締
結
を
認
め
た
見
解
は
妥
当
と
解
さ
れ
る）
₁₆
（

。

　

ま
た
、﹁
被
告
の
善
管
注
意
義
務
違
反
の
有
無
﹂
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
成
立
し
た
確
認
検
査
業
務
委
託
契
約

の
下
で
善
良
な
管
理
者
の
注
意
義
務
を
も
っ
て
建
築
確
認
検
査
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
本
件
で
は
、
原
告
が
、﹁
高
度

地
区
に
つ
き
﹃
第
三
種
﹄
と
﹃
無
﹄
の
両
方
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
道
路
・
敷
地
関
係
調
査
票
を
添
え
て
、
原
告
名
の
建
築
確
認
申
請
書
を

被
告
に
提
出
し
﹂、
被
告
が
こ
の
道
路
・
敷
地
関
係
調
査
票
を
特
定
行
政
庁
に
送
付
し
、
そ
の
後
、
特
定
行
政
庁
か
ら
被
告
に
対
し
、﹁
上
記

調
査
票
に
お
け
る
両
方
の
用
途
地
域
が
第
三
種
高
度
地
区
で
あ
っ
て
、
高
さ
制
限
に
つ
い
て
調
査
す
べ
き
旨
の
指
摘
が
記
載
さ
れ
た
文
書
の

送
付
を
受
け
た
﹂
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
は
こ
の
指
摘
を
見
落
と
し
、﹁
原
告
や
訴
外
一
級
建
築
士
事
務
所
に
何
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
連

絡
を
す
る
こ
と
な
く
、
本
件
建
物
に
つ
い
て
、
建
築
確
認
済
証
を
交
付
し
た
。﹂
以
上
の
よ
う
な
、
被
告
の
対
応
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、

す
で
に
引
用
し
た
判
旨
の
よ
う
に
述
べ
て
確
認
検
査
業
務
の
履
行
に
つ
き
善
管
注
意
義
務
を
怠
っ
た
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た
と
し
て
損
害
賠

償
請
求
を
認
め
た
（
民
法
四
一
五
条
）。
但
し
、
原
告
の
側
に
も
過
失
あ
り
と
し
て
四
割
の
過
失
相
殺
が
認
め
ら
れ
た
。

⑶　

さ
て
、
本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
善
管
注
意
義
務
を
怠
っ
た
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
が
、
こ
れ
は
建

築
主
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
間
の
民
事
上
の
関
係
に
お
け
る
責
任
で
あ
る
。

二
一
三
一
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と
こ
ろ
で
、
建
築
主
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
間
に
は
、
民
事
上
の
関
係
と
併
存
す
る
申
請
に
よ
る
建
築
確
認
と
い
う
公
法
上
の
関
係
が

あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
本
件
で
は
、
こ
の
公
法
上
の
関
係
に
お
い
て
も
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
建
築
確
認
に
際
し
て
、
注
意
義
務
違

反
に
よ
る
違
法
な
建
築
確
認
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
建
築
主
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
債
務
不
履
行
責
任
と

は
別
に
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
不
法
行
為
責
任
を
問
う
、
す
な
わ
ち
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
違
法
な
建
築
確
認
を
理
由
と
し
た
国
家

賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
し
う
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う）
₁₇
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
建
築
主
が
指
定
確
認
検
査
機
関
或
い
は
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を

理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
事
例
は
存
在
し
た
（
た
と
え
ば
、
後
述
す
る
、
①
奈
良
地
判
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
九
日
判

時
二
〇
三
二
号
一
一
六
頁
、
②
福
岡
地
小
倉
支
判
平
成
二
一
年
六
月
二
三
日
判
時
二
〇
五
四
号
一
一
七
頁
、
③
東
京
地
判
平
成
二
一
年
七
月

三
一
日
判
時
二
〇
六
五
号
八
二
頁
な
ど
）
が
、
故
意
・
過
失
（
注
意
義
務
違
反
）
が
な
い
と
の
判
断
で
請
求
は
棄
却
さ
れ
て
お
り
、
賠
償
責

任
者
は
誰
か
に
つ
い
て
は
答
え
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
も
し
、
建
築
主
が
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
、
賠

償
責
任
者
は
地
方
公
共
団
体
か
指
定
確
認
検
査
機
関
か
が
問
題
と
な
ろ
う）
₁₈
（

。

　

こ
の
場
合
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
債
務
不
履
行
責
任
を
問
う
場
合
と
被
告

が
異
な
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
も
し
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
者
が
指
定
確
認
検
査
機
関
な
ら
ば
、
債

務
不
履
行
責
任
を
問
う
場
合
と
同
じ
被
告
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。

⑷　

な
お
、
本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
違
法
な
建
築
確
認
に
つ
い
て
、
建
築
主
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
間
に
締
結
さ
れ
た

確
認
検
査
業
務
委
託
契
約
に
お
け
る
指
定
確
認
検
査
機
関
の
善
管
注
意
義
務
を
怠
っ
た
債
務
不
履
行
の
賠
償
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
の

で
、
契
約
当
事
者
で
な
い
第
三
者
た
る
周
辺
住
民
が
原
告
と
な
っ
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
債
務
不
履
行
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い

二
一
三
二



（　
　
　
　

）

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
〇
七

と
解
さ
れ
る
。

　

周
辺
住
民
が
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
で
き
る
場
合
は
、
国
賠
請
求
訴
訟

に
お
い
て
不
法
行
為
責
任
を
問
う
場
合
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

五　

奈
良
地
判
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
九
日
判
時
二
〇
三
二
号
一
一
六
頁
な
ど
の
判
決
。

⑴　

以
上
に
お
い
て
、
平
成
一
七
年
の
最
高
裁
決
定
以
降
に
下
さ
れ
た
、
訴
え
の
当
初
か
ら
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法

を
理
由
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
（
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
）
に
関
す
る
四
つ
の
判
決
を
概
観
し
検
討
し
た
。
し
か
し
、
以
上
の
四

つ
の
判
決
以
外
に
も
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
指
定
確
認
検
査
機
関
又
は
そ
の
両
方
を
被
告
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
（
損

害
賠
償
請
求
訴
訟
）
が
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
①
奈
良
地
判
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
九
日
判
時
二
〇
三
二
号
一
一
六
頁
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
す
る
民
法
七
〇

九
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、②
福
岡
地
小
倉
支
判
平
成
二
一
年
六
月
二
三
日
判
時
二
〇
五
四
号
一
一
七
頁
は
、

指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
す
る
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
若
し
く
は
三
条
一
項
又
は
民
法
七
〇
九
条
若
し
く
は
七
一
五
条
に
よ
る
損
害
賠

償
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
③
東
京
地
判
平
成
二
一
年
七
月
三
一
日
判
時
二
〇
六
五
号
八
二
頁
は
、
地
方
公
共
団
体
及
び
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
国
賠
法
一
条
一
項
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
④
東
京
地
判
平
成
二
三
年
一
月
二
六
日
判
例
集

未
登
載
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
し
た
も
の
で
、
前
者
に
対
し
て
は
不
法
行
為
責
任
を
求
め
た
訴
え
、
後
者

に
対
し
て
は
国
家
賠
償
法
一
条
の
国
賠
責
任
を
求
め
た
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
⑤
東
京
地
判
平
成
二
三
年
五
月
二
五

日
判
例
集
未
登
載
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
し
て
、
前
者
に
対
し
て
は
民
法
七
〇
九
条
又
は
七
一
五
条
の
不

二
一
三
三
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法
行
為
責
任
を
、
後
者
に
対
し
て
は
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
国
家
賠
償
責
任
を
求
め
た
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

⑵　

以
上
の
五
つ
の
事
案
は
、
給
付
の
訴
え
で
あ
る
か
ら
、
原
告
に
よ
り
義
務
者
と
主
張
さ
れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
或
い
は
指
定
確
認
検

査
機
関
に
は
す
べ
て
被
告
適
格
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
案
審
理
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
に
お
け
る
故
意
・
過
失

（
注
意
義
務
違
反
）
の
存
否
の
み
を
審
査
し
、
そ
の
ほ
か
の
不
法
行
為
成
立
の
要
件
に
つ
い
て
は
審
査
す
る
こ
と
な
く
原
告
の
請
求
を
棄
却

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
五
つ
の
判
決
で
は
、
賠
償
責
任
者
は
誰
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
６
）　

本
判
決
前
後
に
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
東
京
高
判
平
成
一
八
年
七
月
二
六
日
判
例

集
未
登
載
（
原
判
決
・
東
京
地
判
平
成
一
七
年
九
月
一
五
日
判
例
集
未
登
載
）
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
、
建
設
会
社
と
指
定
確
認
検
査
機
関
が
被
告
で
あ
っ
た
。
控
訴

審
判
決
は
、
原
判
決
を
維
持
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
に
は
違
法
が
な
く
、
本
件
建
物
に
よ
り
原
告
の
権
利
利
益
に
対
し
受
忍
限
度
を
超

え
る
侵
害
を
与
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
賠
償
責
任
者
は
誰
か
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
控
訴
審

判
決
及
び
原
判
決
と
も
に
最
高
裁
決
定
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
７
）　

中
野
貞
一
郎
﹃
民
事
訴
訟
法
の
論
点
Ⅰ
﹄
一
〇
一
頁
（
一
九
九
四
年
）、
高
橋
宏
志
﹃
重
点
講
義　

民
事
訴
訟
法
（
上
）﹄
二
一
七
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、
新
堂
幸
司
﹃
新
民

事
訴
訟
法
（
第
五
版
）﹄
二
九
〇
頁
（
二
〇
一
一
年
）、
中
野
貞
一
郎
ほ
か
編
﹃
新
民
事
訴
訟
法
講
義
［
第
二
版
補
訂
二
版
］﹄
一
四
九
頁
［
福
永
］（
二
〇
〇
八
年
）。

（
８
）　

最
判
昭
和
六
一
年
七
月
一
〇
日
判
時
一
二
一
三
号
八
三
頁
。
判
例
評
釈
と
し
て
、
福
永
有
利
＝
町
村
泰
貴
﹁
判
批
﹂
民
商
九
六
巻
六
号
九
〇
頁
（
一
九
八
七
年
）、
福
永
政

彦
﹁
判
批
﹂
判
タ
六
七
七
頁
二
六
二
頁
（
一
九
八
八
年
）、
小
林
秀
之
﹁
判
批
﹂
法
セ
三
九
四
号
一
一
四
頁
（
一
九
八
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
９
）　

本
判
決
を
掲
載
し
て
い
る
判
時
一
九
一
五
号
三
五
頁
は
、
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る≪

参
照
条
文≫

と
し
て
、
民
法
七
〇
九
条
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
連
帯
し
て
訴
え
ら
れ

た
指
定
確
認
検
査
機
関
以
外
の
被
告
（
建
築
主
・
建
設
会
社
）
の
不
法
行
為
責
任
の
根
拠
条
文
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

（
10
）　

本
件
に
関
し
て
は
、
江
原
勲
﹁
判
批
﹂
判
自
二
八
四
号
六
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、
金
子
・
前
掲
注
（
１
）
三
八
四
頁
（
初
出
・﹁
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
法

的
問
題―

―

横
浜
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
を
契
機
と
し
て
（
上
）（
下
）﹂
自
治
研
究
八
二
巻
九
号
、
一
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
））
を
参
照
。

（
11
）　

た
と
え
ば
、
塩
野
宏
﹃
行
政
法
Ⅱ
［
第
五
版
］
行
政
救
済
法
﹄
三
〇
四
頁
（
二
〇
一
〇
年
）（
以
下
﹃
行
政
法
Ⅱ
﹄
と
略
す
。）、﹃
行
政
法
Ⅲ
［
第
三
版
］
行
政
組
織
法
﹄
一

〇
三
頁
以
下
、
一
五
二
頁
以
下
（
二
〇
〇
六
年
）（
以
下
﹃
行
政
法
Ⅲ
﹄
と
略
す
。）、
阿
部
・
前
掲
注
（
３
）
一
八
六
頁
、
安
本
典
夫
﹃
都
市
法
概
説
﹄
一
二
九
頁
（
二
〇
〇

二
一
三
四
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一
〇
九

八
年
）、
金
子
・
前
掲
注
（
１
）
二
六
八
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
12
）　

不
適
合
認
定
通
知
制
度
と
は
、
旧
法
で
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
確
認
を
行
っ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
別
表
第
一
六
号
様
式
に
よ
る
報
告
書
に
建
築
計
画
概
要
書
（
別

表
第
三
号
様
式
）
を
添
え
て
特
定
行
政
庁
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
（
法
施
行
規
則
三
条
の
四
）。
こ
の
報
告
を
受
け
た
特
定
行
政
庁
が
建
築
物
の
計
画

が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
し
な
い
と
認
め
不
適
合
認
定
が
な
さ
れ
る
と
建
築
主
及
び
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
し
不
適
合
認
定
通
知
が
な
さ
れ
確
認
済
証
が
失
効
す
る

（
旧
法
六
条
の
二
第
四
項
、
現
行
法
六
条
の
二
第
一
一
項
）
と
い
う
法
制
度
で
あ
る
。
な
お
、
現
行
法
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
内
（
七

日
以
内
。
法
施
行
規
則
三
条
の
五
第
一
項
）
に
確
認
審
査
報
告
書
（
別
表
一
六
号
様
式
）
を
作
成
し
て
、
建
築
計
画
概
要
書
等
を
添
え
て
、
こ
れ
を
特
定
行
政
庁
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
変
わ
っ
た
（
同
規
則
三
条
の
五
第
三
項
）。
指
定
確
認
検
査
機
関
の
報
告
が
な
か
っ
た
場
合
、
旧
法
で
は
罰
則
規
定
が
な
か
っ
た
が
、
現
行
法
で
は
罰
則

規
定
が
設
け
ら
れ
た
（
法
一
〇
二
条
一
号
）。

（
13
）　

芝
池
義
一
﹃
行
政
救
済
法
講
義
（
第
三
版
）﹄
三
〇
六
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
阿
部
﹃
国
家
補
償
法
﹄
五
四
頁
（
一
九
八
八
年
）。

（
14
）　

塩
野
・
前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅲ
﹄
一
〇
四
頁
。

（
15
）　

塩
野
・
前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅱ
﹄
三
〇
二
頁
、
宇
賀
克
也
﹃
行
政
法
概
説
Ⅱ
（
行
政
救
済
法
）︻
第
三
版
︼﹄
三
九
六
頁
（
二
〇
一
一
年
）、﹃
国
家
補
償
法
﹄
三
四
頁
（
一

九
九
七
年
）、
西
埜
章
﹃
国
家
補
償
法
概
説
﹄
三
〇
頁
（
二
〇
〇
八
年
）。

（
16
）　

建
設
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
・
市
街
地
建
築
課
監
修
、
建
築
行
政
研
究
会
編
集
﹃
改
正　

建
築
基
準
法
の
ポ
イ
ン
ト
﹄
一
四
頁
、
一
六
頁
（
一
九
九
八
年
）、
鎌
野
邦
樹
﹁
判

批
﹂
判
評
六
一
五
号
一
八
頁
（
判
時
二
〇
六
九
号
一
八
四
頁
））。

（
17
）　

な
お
、
鎌
野
・
前
掲
注
（
16
）
二
三
頁
（
一
八
五
頁
）
を
参
照
。

（
18
）　

も
っ
と
も
、
建
築
主
が
原
告
と
な
り
、
建
築
主
事
が
建
築
物
の
偽
装
を
看
過
し
た
こ
と
に
よ
り
建
築
物
の
所
有
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
し
て
建
築
主
事
の
し
た
建
築
確
認

の
違
法
を
理
由
と
し
て
建
築
主
事
の
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
に
対
し
国
賠
償
請
求
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
建
築
基
準
法
上
は
、

建
築
物
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
建
築
物
内
に
い
る
者
、
そ
の
近
隣
に
居
住
す
る
者
、
通
行
人
な
ど
の
利
益
を
侵
害
す
る
危
険
が
あ
る
も
の
な
の
で
、
特
に
規
制
を
し
て
い
る
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
保
護
の
対
象
も
そ
れ
ら
の
者
の
利
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
特
に
建
築
物
に
限
っ
て
だ
け
、
そ
の
所
有
権
と
い
う
私

権
を
、
建
築
主
事
又
は
そ
の
属
す
る
地
方
公
共
団
体
が
、
後
見
的
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
見
い
だ
せ
な
い
。
国
家
賠
償
法
一
条
と
の
関
係
で
い
う
な
ら
ば
、
建

築
主
の
そ
の
建
築
物
の
所
有
権
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
が
直
接
保
護
の
対
象
と
し
て
い
な
い
以
上
、
建
築
主
事
が
建
築
基
準
関
係
規
定
適
合
性
の
判
断
を
誤
っ
て
も
、
原

則
と
し
て
違
法
と
は
評
価
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。﹂（
京
都
地
判
平
成
二
一
年
一
〇
月
三
〇
日
判
時
二
〇
八
〇
号
五
四
頁
）。
こ
の
判
決
は
、
建
築
主
事
に
よ
る
建
築
確
認
に

係
る
事
案
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
て
ば
、
建
築
主
が
建
築
物
に
対
す
る
所
有
権
の
侵
害
を
主
張
し
て
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を

二
一
三
五
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）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
一
〇

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

理
由
と
す
る
国
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
も
原
則
と
し
て
困
難
と
な
る
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
節　

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の
賠
償
責
任
者
は
誰
か

　

以
上
に
お
い
て
、
訴
え
提
起
の
当
初
か
ら
な
さ
れ
た
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
の
賠

償
責
任
者
に
関
す
る
判
決
を
概
観
し
検
討
し
て
き
た
。
検
討
の
結
果
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
国
賠
請
求
訴
訟
の
賠
償
責
任
者
に
つ
い
て
判
断

し
て
い
る
判
決
が
二
つ
あ
っ
た
。
横
浜
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
及
び
東
京
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
判
決
の
二
つ
が
そ

れ
で
あ
る
。
前
者
は
、
賠
償
責
任
者
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
し
、
後
者
は
、
賠
償
責
任
者
は
指
定
確
認
検
査
機
関
と
し
た
（
な
お
、︻
追

記
︼
も
参
照
。）。
ど
ち
ら
の
考
え
方
が
妥
当
な
の
で
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
二
つ
の
判
決
の
考
え
方
を
ご
く
簡
単

に
纏
め
る
こ
と
と
し
よ
う
。

一　

横
浜
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
決

⑴　

本
判
決
は
、
訴
え
の
当
初
か
ら
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
し
て
提
起
さ
れ
た
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
さ
し
た
る
検
証
も
な
し
に
、

最
高
裁
決
定
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
指
定
確
認

検
査
機
関
は
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
で
建
築
確
認
事
務
を
行
っ
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
は
地
方

公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
か
ら
、地
方
公
共
団
体
は
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹁
公
共
団
体
﹂
と
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
と
し
た
。

　

最
高
裁
決
定
に
関
し
て
は
多
く
の
判
例
批
評
等
の
文
献
が
あ
り
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
（
第
二
節　

二
（
三
）
⑶
）、
最
高
裁
決
定
に

つ
い
て
核
心
を
つ
い
た
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
本
判
決
は
、
基
本
的
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
最
高
裁
決
定
に
対
す
る
疑
問
、
す
な
わ

二
一
三
六
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
一
一

ち
特
定
行
政
庁
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
し
賠
償
責
任
者
を
負
う
に
相
応
し
い
監
督
権
限
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
こ

と
な
く
最
高
裁
決
定
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
の
で
、
十
分
な
説
得
力
が
あ
る
と
は
い
い
難
い
と
解
さ
れ
る
。

⑵　

本
判
決
に
よ
る
と
、
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
が
負
う
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
の
内
容
は
、
選
任
監
督
者

と
し
て
の
賠
償
責
任
と
解
さ
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
理
由
は
、
最
高
裁
決
定
が
指
定
確
認
検
査
機
関
は
特
定
行
政
庁
の
監
督
下
に
あ

る
と
し
て
い
る
の
で
、
最
高
裁
決
定
を
前
提
と
す
る
限
り
は
、
地
方
公
共
団
体
の
負
う
責
任
は
選
任
監
督
者
と
し
て
の
責
任
と
な
る
と
解
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
建
築
確
認
の
事
務
経
費
及
び
建
築
確
認
を
す
る
確
認
検
査
員
の
給
与
な
ど
の
経
費
を
負
担
す
る
の
は
指

定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
の
で
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
賠
償
責
任
を
負
う
の
で
あ
れ
ば）
₁₉
（

、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
確
認
事
務
の
費
用
負
担

者
と
し
て
の
責
任
（
国
賠
法
三
条
一
項
）
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
に
よ
っ
て
も
、
訴
え
提
起
の
当
初
か

ら
、
費
用
負
担
者
と
し
て
の
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
し
て
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

そ
う
す
る
と
、
被
害
者
で
あ
る
原
告
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
違
法
な
建
築
確
認
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
で
は
、
選
択
に

よ
り
地
方
公
共
団
体
と
指
定
確
認
検
査
機
関
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
訴
え
を
提
起
で
き
る
（
国
賠
法
三
条
一
項
）
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑶　

残
さ
れ
た
問
題
は
、
最
終
的
な
賠
償
責
任
者
は
、
誰
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
政
の
内
部
的
求
償
関
係
の
問
題
な
の
で
被

害
者
（
原
告
）
と
の
関
係
で
は
直
接
問
題
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
若
干
、
述
べ
る
と
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
最
終
的
な
賠
償
責
任
者
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
者
説
、
選
任
監
督
者
説
及
び
寄
与
度
説
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
最
高
裁

判
例
及
び
学
説
の
多
く
は
、
損
害
賠
償
費
用
は
負
の
費
用
負
担
と
考
え
ら
れ
る
の
で
費
用
負
担
者
説
が
妥
当
と
し
て
い
る
と
い
え
る）
₂₀
（

。
そ
こ

で
、
確
認
検
査
事
務
の
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
見
る
と
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
指
定
確
認
検
査
機
関
が
負
担
し
て
い
る
の
で
、
確
認
検
査

二
一
三
七
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同
志
社
法
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六
四
巻
七
号�

一
一
二

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

業
務
の
事
業
費
用
の
負
担
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
計
算
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
損
害
賠
償
の
支
出
も

確
認
検
査
業
務
の
費
用
の
一
部
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
費
用
負
担
者
た
る
指
定
確
認
検
査
機
関
が
最
終
的
な
賠
償
責
任
者
に
な
る
と

解
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
を
被
告
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
敗
訴
し
損
害
を
賠
償
し
た
後
に
、
地

方
公
共
団
体
は
国
賠
法
三
条
二
項
に
基
づ
き
最
終
的
な
賠
償
責
任
者
た
る
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
或
い
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
故
意
又
は
重
過
失
が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
賠
償
法
一
条
二

項
に
よ
る
求
償
権
も
行
使
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う）
₂₁
（

。

二　

東
京
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
判
決

⑴　

本
判
決
は
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
者
（
本
判
決
で
は
﹁
公
権
力
行
使
の
主
体
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。）
は
、
地
方
公
共
団

体
で
は
な
く
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

　

本
判
決
は
、
控
訴
人
ら
の
最
高
裁
決
定
に
依
拠
し
た
主
張
を
、
す
で
に
引
用
し
た
判
旨
の
傍
線
部
（
第
二
節　

三
（
二
）
⑵
）
の
よ
う
に

述
べ
て
否
定
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
地
方
公
共
団
体
（
特
定
行
政
庁
）
は
、
指
定
確
認
検
査
機

関
に
対
し
包
括
的
監
督
権
限
も
指
定
の
取
消
権
限
も
有
し
て
い
な
い
、
ま
た
、
②
地
方
公
共
団
体
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
し
何
ら
か
の

予
算
上
の
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
③
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
か
ら
建
築
確
認
処
分
に
係

る
報
告
書
及
び
建
築
計
画
概
要
書
が
提
出
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
て
、
当
該
提
出
資
料
に
よ
っ
て
は
お
よ
そ
当
該
建
築
物
が
建
築
関
連
法
令
等

に
適
合
し
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
審
査
・
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
は
、
そ
の
判
決
文
か
ら
は
事
務
の
帰
属
主
体
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。
し
か
し
、
最
高
裁
決
定
の
指
定
確
認
検
査

二
一
三
八
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）

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
一
三

機
関
の
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
文
で
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
本
判
決
は
最
高
裁
決
定
と
同
じ
よ
う
に
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
は
地
方
公
共
団
体
と
し
て
い
る
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
判
決
の
考
え
方
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
に
関
す
る
考
え
方
に
お
い
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
建
築

確
認
事
務
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
帰
属
す
る
と
す
る
筆
者
の
考
え
方
と
は
相
違
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
は
説
得
的
で
納
得
で
き

る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹁
公
権
力
行
使
の
主
体
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
指
定

確
認
検
査
機
関
の
負
う
責
任
の
内
容
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
推
測
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
負
う
責
任
は
、
確
認

検
査
員
の
給
与
そ
の
他
の
確
認
検
査
に
要
す
る
事
業
費
用
を
負
担
し
て
い
る
費
用
負
担
者
と
し
て
の
責
任
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
建
築
確

認
処
分
を
す
る
確
認
検
査
員
に
対
す
る
指
定
確
認
検
査
機
関
の
幹
部
職
員
の
選
任
監
督
者
と
し
て
の
責
任
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

と
解
さ
れ
る
）。

⑵　

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
本
判
決
が
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
で

あ
る
と
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
取
消
訴
訟
を
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
に
よ
り
訴
え
を

変
更
し
た
場
合
、
国
賠
請
求
訴
訟
の
被
告
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
判
決
に
よ
れ
ば
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
に
よ
る
変
更
後
の
被
告
は
、
同
項
を
文
字
通
り
解
釈
し
て
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属

主
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
訴
え
変
更
後
の
国
賠
請
求
訴
訟
で
は
、
被
告
と
な
っ
た
地
方
公
共
団
体
は
賠
償

責
任
者
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
請
求
棄
却
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
解
さ
れ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
は
、
建
築
確
認
事
務
の

帰
属
主
体
で
は
あ
る
が
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
権
限
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
選
任
監
督
者
責
任
を
負
わ
な
い
と
解
さ

二
一
三
九
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同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
一
四

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

れ
る
。
ま
た
、建
築
確
認
事
務
に
関
し
一
切
の
費
用
負
担
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
費
用
負
担
者
責
任
も
負
わ
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

法
に
定
め
た
と
お
り
の
訴
え
の
変
更
に
よ
る
被
告
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
被
告
は
賠
償
責
任
者
た
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ

な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
は
、
被
告

の
変
更
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
だ
け
で
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
賠
償
責
任
者
の
こ
と
ま
で
は
必
ず
し
も
想
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
の
考

え
方
が
あ
る
か
ら
で
あ
る）
₂₂
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
問
題
の
解
決
方
法
と
し
て
は
、
建
築
確
認
取
消
訴
訟
の
訴
え
の
利
益
が
消
滅
し
た
場
合
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項

に
よ
り
国
賠
請
求
訴
訟
へ
の
訴
え
の
変
更
に
よ
る
よ
り
は
、
別
訴
と
し
て
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
す
る
新
た
な
国
賠
請
求
訴
訟
を
提

起
す
る
方
が
よ
り
適
切
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑶　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
原
告
が
改
め
て
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
紛
争
解
決
と
し
て
は

如
何
に
も
迂
遠
で
あ
る
の
で
、
本
判
決
の
考
え
方
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
訴
え
の
変
更
の
場
合
は
合
理
的
に
機
能
し
な
い
と

い
う
批
判
が
起
こ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
批
判
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

す
な
わ
ち
、
厳
格
な
文
言
解
釈
に
は
い
さ
さ
か
反
す
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
﹁
事
務
の
帰
属
す
る
国
又

は
公
共
団
体
﹂
に
は
、
事
務
の
帰
属
す
る
国
又
は
公
共
団
体
の
ほ
か
国
賠
法
三
条
一
項
の
費
用
負
担
者
も
含
む
と
し
解
釈
し
て
、
指
定
確
認

検
査
機
関
を
﹁
事
務
の
帰
属
す
る
国
又
は
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る）
₂₃
（

。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
県
知
事
が
国
の
機
関
委

任
事
務
と
し
て
し
た
入
院
命
令
等
の
取
消
訴
訟
を
、
国
ば
か
り
で
は
な
く
県
も
国
家
賠
償
法
三
条
に
い
う
﹁
管
理
に
当
る
者
﹂
又
は
﹁
管
理

の
費
用
を
負
担
す
る
者
﹂
と
し
て
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
か
ら
県
も
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
に
い
う
﹁
当
該
処
分
に
係
る
事
務
の
帰

二
一
四
〇
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
一
五

属
す
る
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
し
て
、
県
を
被
告
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
変
更
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
た
下
級
審
判
決
（
名

古
屋
高
決
昭
和
四
二
年
七
月
一
七
日
行
集
一
八
巻
七
号
九
一
五
頁
）
に
お
い
て
す
で
に
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
学
説
、
実
務
家
に
も
支

持
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る）
₂₄
（

。

　

以
上
の
解
釈
に
よ
る
と
、
訴
え
の
変
更
前
と
後
の
被
告
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
訴
訟
資
料
の
活
用
が
で
き
、
真
実
の
発
見
、
訴
訟
進
行
に
有

益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
訴
訟
資
料
の
不
十
分
な
地
方
公
共
団
体
が
被
告
と
な
り
訴
訟
遂
行
を
な
し
、
敗
訴
判
決
を
得
た
後
に
地
方

公
共
団
体
と
指
定
確
認
検
査
機
関
と
い
う
内
部
的
求
償
関
係
の
問
題
の
解
決
を
図
る
よ
り
も
合
理
的
と
解
さ
れ
る
。

（
19
）　

最
判
平
成
一
九
年
一
月
二
五
日
民
集
六
一
巻
一
号
一
頁
、
判
時
一
九
五
七
号
六
九
頁
（
積
善
会
訴
訟
）
は
、﹁
国
又
は
公
共
団
体
以
外
の
者
の
被
用
者
が
第
三
者
に
損
害
を

加
え
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
被
用
者
の
行
為
が
国
又
は
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
と
し
て
国
又
は
公
共
団
体
が
被
害
者
に
対
し
て
同
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償

責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
被
用
者
個
人
が
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
使
用
者
も
同
法
七
一
五
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ

な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。﹂
と
し
て
い
る
。
こ
の
最
高
裁
判
決
は
、
平
成
一
七
年
の
最
高
裁
決
定
と
は
、
適
用
法
条
、
具
体
的
状
況
が
異
な
る
の
で
、
本
稿
の
検
討

の
対
象
と
す
る
問
題
の
先
例
と
な
る
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
（
塩
野
宏
・
前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅱ
﹄
三
〇
四
頁
）、
も
し
こ
の
最
高
裁
判
決
の
考
え
方
が
指
定
確
認

検
査
機
関
の
場
合
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
賠
償
責
任
は
否
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

な
お
、
積
善
会
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、
豊
島
明
子
﹁
判
批
﹂
平
成
一
九
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
四
号
）
五
六
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
20
）　

費
用
負
担
者
説
に
立
つ
最
高
裁
判
例
と
し
て
、最
判
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
三
日
民
集
六
三
巻
八
号
一
八
四
九
頁
（
裁
時
一
四
九
四
号
一
頁
）
を
参
照
。
学
説
と
し
て
、塩
野
・

前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅱ
﹄
三
五
〇
頁
、
雄
川
一
郎
﹁
行
政
上
の
損
害
賠
償
﹂﹃
行
政
法
講
座
（
第
三
巻
）
行
政
救
済
﹄
一
五
頁
（
一
九
六
六
年
）、
西
埜
章
﹃
国
家
保
償
法

概
説
﹄
一
五
八
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
古
㟢
慶
長
﹃
国
家
賠
償
法
﹄
二
三
九
頁
（
一
九
七
一
年
）。
ま
た
、
前
田
正
道
編
﹃
法
制
意
見
百
選
﹄
二
六
六
頁
（
一
九
八
六
年
）
な
ど

を
も
参
照
。
以
上
の
点
に
関
す
る
、
判
例
及
び
学
説
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
西
埜
章
﹃
国
家
賠
償
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
﹄
一
〇
〇
六
頁
以
下
（
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
21
）　

阿
部
・
前
掲
注
（
３
）
一
八
八
頁
、
安
本
・
前
掲
注
（
11
）
一
三
一
頁
、
米
丸
・
前
掲
注
（
３
）
八
六
六
頁
な
ど
を
参
照
。

（
22
）　

塩
野
・
前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅲ
﹄
一
五
四
頁
、
芝
池
義
一
﹃
行
政
法
読
本
（
第
二
版
）﹄
四
〇
五
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
前
掲
注
（
13
）
三
〇
八
頁
、
山
本
・
前
掲
注
（
３
）

二
一
四
一
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同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
一
六

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

九
〇
頁
、
長
谷
川
・
前
掲
注
（
３
）
九
九
頁
。
な
お
、
塩
野
宏
編
﹃
日
本
立
法
資
料
全
集
五
行
政
事
件
訴
訟
法
⑴
﹄
六
二
五
頁
以
下
（
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
23
）　

こ
の
点
に
つ
き
、
行
訴
法
二
一
条
は
、﹁
訴
え
の
変
更
﹂
の
場
合
も
国
賠
法
三
条
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
、﹁
当
該
処
分
ま
た
は
裁
決
の
違
法
を
理
由
と
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
国

ま
た
は
公
共
団
体
を
被
告
と
す
る
と
定
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
﹂の
で
あ
り
、立
法
者
は
国
賠
法
三
条
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
阿
部
泰
隆﹃
国

家
補
償
法
﹄
六
一
頁
以
下
（
一
九
八
八
年
）。

（
24
）　

阿
部
・
前
掲
注
（
23
）
六
一
頁
、
古
崎
慶
長
﹃
国
家
賠
償
法
研
究
﹄
二
二
二
頁
（
一
九
八
五
年
）、
南
博
方
編
﹃
注
解
行
政
事
件
訴
訟
法
﹄
一
九
四
頁
［
仲
江
利
政
・
南
三
郎
］

（
一
九
七
二
年
）、﹃
条
解
行
政
事
件
訴
訟
法
﹄
五
六
四
頁
［
小
磯
武
男
］（
一
九
八
七
年
）
園
部
逸
夫
編
﹃
注
解
行
政
事
件
訴
訟
﹄
三
一
六
頁
［
青
柳
馨
］（
一
九
八
九
頁
）。

第
四
節　

建
築
確
認
事
務
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
帰
属
す
る
と
す
る
考
え
方

一　

最
高
裁
決
定
以
前
に
お
け
る
行
政
事
務
が
指
定
法
人
に
帰
属
す
る
と
す
る
考
え
方

⑴　

平
成
一
七
年
の
最
高
裁
決
定
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
あ
る
と
し
た
が
、
指
定
確
認
検

査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
に
つ
い
て
、
最
高
裁
決
定
以
前
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
建
築
基
準
法
制
定
以
降
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
地
方
分
権
推
進
一
括
法
に
よ
り
地
方
自
治
法
が

改
正
（
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月
施
行
）
さ
れ
る
ま
で
は
建
築
主
事
が
す
る
建
築
確
認
事
務
は
機
関
委
任
事
務
と
し
て
国
の
事
務
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
改
正
地
方
自
治
法
の
下
で
は
、
建
築
主
事
の
す
る
建
築
確
認
事
務
は
、
自
治
事
務
と
し
て
特
定
行
政
庁
が
置
か
れ

た
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
さ
れ
た
。

　

一
方
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
に
約
五
〇
年
ぶ
り
に
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
が
創
設
さ
れ
、
一
九
九
九

（
平
成
一
一
）
年
五
月
に
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月

ま
で
の
間
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
事
務
は
、
法
制
度
上
は
、
な
お
機
関
委
任
事
務
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う

二
一
四
二
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か
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
が
地
方
公
共
団
体
の
事
務
な
の
か
指
定
確
認
検
査
機
関
の
事
務
な

の
か
と
い
う
問
題
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
が
発
足
し
た
後
、
約
一
年
経
っ
て
改
正
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
（
平
成
一

二
）
年
四
月
以
降
の
問
題
と
解
さ
れ
る
。

⑵　

さ
て
、
平
成
一
七
年
の
最
高
裁
決
定
以
前
は
、
指
定
法
人
（
あ
る
い
は
、﹁
指
定
機
関
﹂
と
も
い
う
。）
が
比
較
的
新
し
い
法
概
念
で
あ

っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
指
定
法
人
の
事
務
の
帰
属
主
体
い
か
ん
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
れ
程
多
く
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
の
創
設
以
前
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
学
説
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
実
務
家
の
論
文）
₂₅
（

が
み
ら
れ
、
次
い
で
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
、
塩
野

宏
教
授
の
論
文）
₂₆
（

が
み
ら
れ
た
。

　

以
上
の
二
つ
の
論
文
は
、
指
定
法
人
一
般
に
関
す
る
も
の
で
、
特
に
建
築
基
準
法
の
指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
に
関
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
論
文
は
、
行
政
庁
に
よ
り
指
定
法
人
と
し
て
指
定
さ
れ
る
と
一
定
の
処
分
権
限
ば
か
り
で
な
く
行
政
事
務
も
指
定

法
人
に
委
任
（
あ
る
い
は
委
譲
）
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
国
土
交
通
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
り
指
定
確

認
検
査
機
関
に
指
定
さ
れ
る
と
、
建
築
確
認
の
権
限
ば
か
り
で
な
く
建
築
確
認
事
務
も
指
定
確
認
検
査
機
関
に
委
任
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
は
、
米
丸
恒
治
教
授
は
、
指
定
法
人
一
般
に
つ
い
て
の
論
文）
₂₇
（

に
お
い
て
、
指
定
法
人
と
し
て
指
定
が

な
さ
れ
て
も
権
限
の
委
任
が
あ
る
の
み
で
、
行
政
事
務
の
委
任
は
な
い
と
す
る
考
え
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
米
丸
教
授
は
、
建
築
基
準

法
の
改
正
に
よ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
の
創
設
を
契
機
と
し
て
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
に
執
筆
し
た
論
文）
₂₈
（

に
お
い
て
は
、
建
築
基
準
法

の
指
定
確
認
検
査
機
関
は
従
来
の
指
定
法
人
と
は
相
違
し
て
、
指
定
法
人
の
指
定
に
よ
り
処
分
権
限
ば
か
り
で
な
く
建
築
確
認
事
務
も
指
定

確
認
検
査
機
関
自
ら
の
事
務
と
な
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

二
一
四
三
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な
お
、
藤
田
宙
靖
前
最
高
裁
判
事
は
、
指
定
機
関
一
般
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
指
定
に
よ
り
、
指
定
機
関
の
業
務
自
体
が
当
該
法
人
そ
の

も
の
の
事
務
と
し
て
委
託
さ
れ
た
と
解
す
る
の
か
、
当
該
法
人
は
一
定
の
権
限
の
委
任
を
受
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
か
、
に
つ

い
て
の
最
終
的
判
断
は
留
保
し
て
お
き
た
い
と
述
べ
て
お
ら
れ
た）
₂₉
（

。

⑶　

以
上
の
論
文
を
見
る
限
り
は
、
指
定
法
人
の
す
る
行
政
事
務
は
、
指
定
法
人
で
は
な
く
行
政
主
体
に
帰
属
す
る
と
い
う
解
釈
は
み
ら
れ

な
く
は
な
か
っ
た
が
、
指
定
法
人
の
指
定
に
よ
り
処
分
権
限
と
共
に
行
政
事
務
も
指
定
法
人
に
委
任
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
も
存
在
し
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
例
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二　

最
高
裁
決
定
以
降
に
お
け
る
建
築
確
認
事
務
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に
帰
属
す
る
と
す
る
考
え
方

⑴　

最
高
裁
決
定
に
つ
い
て
論
ず
る
多
く
の
文
献
の
中
に
は
、
最
高
裁
決
定
に
疑
問
を
提
示
し
つ
つ
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
す
る
建
築
確

認
事
務
の
帰
属
主
体
は
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
み
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
塩
野
宏
教
授
は
、﹁
最
高
裁
判
所
が
建
築
基
準
法
は
建
築
確
認
事
務
を
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
す
る

前
提
に
立
っ
て
、
指
定
機
関
を
し
て
、
特
定
行
政
庁
の
監
督
の
下
に
確
認
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
し
て
い
る
点
も
疑
問
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
つ
に
は
、
建
築
基
準
法
は
、
建
築
主
事
に
よ
る
建
築
確
認
の
事
務
を
法
定
受
託
事
務
と
し
て
い
な
い
の
で
当
該
事
務
は
自
治

事
務
と
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
当
然
に
、
抽
象
的
な
建
築
確
認
と
い
う
事
務
を
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
︰
︰
（
略
）
︰
︰
不
適
合
認
定
権
限
を
監
督
と
み
る
の
は
問
題
で
あ
る
し
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
務
を
行
わ
し
め
る
者
の
選

定
権
限
を
当
該
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
（
国
・
都
道
府
県
知
事
）
に
委
ね
る
と
い
う
構
成
を
と
る
の
は
地
方
自
治
の
観
点
か
ら
す
る
と
す

こ
ぶ
る
問
題
が
あ
る）
₃₀
（

。﹂
と
述
べ
て
、
最
高
裁
決
定
の
事
務
の
帰
属
主
体
の
考
え
方
に
疑
問
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
米
丸
恒
治
教
は
、
建
築
確
認
の
民
間
開
放
は
、
建
築
主
事
の
確
認
権
限
に
加
え
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
よ
る
民
間
参
入
が
認

二
一
四
四
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め
ら
れ
民
間
業
務
が
創
出
さ
れ
、
こ
れ
に
建
築
確
認
処
分
権
限
が
付
与
さ
れ
た
と
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
は
、
指
定

確
認
検
査
機
関
の
事
務
で
あ
る
と
し
て
い
る）
₃₁
（

。

　

指
定
確
認
検
査
機
関
の
指
定
は
、
建
築
確
認
権
限
と
建
築
確
認
事
務
の
委
任
で
あ
る
と
す
る
論
者
は
少
な
く
な
い
と
い
え
る）
₃₂
（

。

⑵　

建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
る
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
の
指
定
確
認
検
査
機
関
の
創
設
は
、
そ
の
改
正
の
根
拠
と
な
っ
た
一
九
九
七

（
平
成
九
）
年
三
月
二
四
日
の
建
築
審
議
会
の
答
申
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
建
築
確
認
・
検
査
の
民
間
開
放
で
あ
っ
た）
₃₃
（

。
指
定
確
認
検
査
機

関
の
創
設
は
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
下
で
、
国
の
監
督
の
下
で
、
そ
の
下
級
行
政
機
関
と
し
て
特
定
行
政
庁
が
建
築
確
認
検
査
業
務
を
遂

行
し
て
い
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
に
よ
れ
ば
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
行
政
機
関
と
は
別
個
の
企
業
活
動

を
営
む
独
立
し
た
法
人
で
あ
り
、
公
権
力
の
行
使
を
自
己
の
権
限
と
し
て
自
己
の
計
算
に
よ
っ
て
行
う
よ
う
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
。

　

ま
た
、
建
築
基
準
法
の
定
め
る
特
定
行
政
庁
の
不
適
合
認
定
通
知
権
限
（
法
六
条
の
二
第
一
一
項
）
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
し
た
建

築
確
認
と
い
う
個
別
行
政
処
分
を
失
効
せ
し
め
る
制
度
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
制
度
を
も
っ
て
特
定
行
政
庁
（
法
二
条
三
五
号
）
の

指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
権
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
事
務

の
帰
属
主
体
は
地
方
公
共
団
体
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確

認
の
事
務
の
帰
属
主
体
が
地
方
公
共
団
体
と
し
た
最
高
裁
決
定
に
関
し
て
は
、
大
き
な
疑
問
が
あ
る
と
い
い
う
る
。

⑶　

し
か
し
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
す
る
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
が
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
と
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関

の
し
た
建
築
確
認
処
分
の
取
消
訴
訟
を
訴
え
の
変
更
に
よ
り
国
賠
請
求
訴
訟
と
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
公
共
団
体
で

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
﹁
事
務
の
帰
属
す
る
国
又
は
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
い

え
る
か
否
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

二
一
四
五
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
塩
野
宏
教
授
は
、﹁
行
政
事
件
訴
訟
法
一
一
条
二
項
と
の
関
連
か
ら
す
る
と
、
文
理
上
は
無
理
が
あ
る
が
、
法
制
度

の
進
展
に
対
応
さ
せ
る
意
味
で
、
指
定
機
関
を
行
政
事
件
訴
訟
二
一
条
一
項
の
公
共
団
体
に
含
め
て
解
釈
す
る
途
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
﹂

と
し
て
お
ら
れ
る）
₃₄
（

。

　

指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
企
業
活
動
を
営
む
私
的
な
団
体
で
あ
る
が
、
私
的
な
団
体
で
あ
っ
て
も
公
権
力
を
行
使
す
る
団
体
で
あ
れ
ば
国

家
賠
償
法
一
条
一
項
の
﹁
公
共
団
体
﹂
た
り
う
る
の
で
あ
り
、
ま
た
指
定
確
認
検
査
機
関
は
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
建
築
確
認
事
務
の
帰
属

主
体
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
行
政
事
件
訴
訟
法
二
一
条
一
項
の
﹁
事
務
の
帰
属
す
る
国
又
は
公
共
団
体
﹂
に
当
た
る
と
解
釈
す
る
こ

と
に
違
和
感
は
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う）
₃₅
（

。

（
25
）　

露
木
康
浩
﹁
委
託
制
度
と
指
定
機
関
制
度
に
関
す
る
一
考
察
（
下
）﹂（
立
花
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
警
論
四
三
巻
一
号
一
〇
五
頁
、
一
一
一
頁
。

（
26
）　

塩
野
宏
﹁
指
定
法
人
に
関
す
る
一
考
察
﹂﹃
法
治
主
義
の
諸
相
（
行
政
法
研
究
第
七
巻
）﹄（
二
〇
〇
一
年
）
四
五
七
頁
、
四
六
七
頁
（
初
出
・
蘆
部
信
喜
先
生
古
希
祝
賀
﹃
現

代
立
憲
主
義
の
展
開　

下
巻
﹄
四
八
三
頁
（
一
九
九
三
年
））。

（
27
）　

米
丸
恒
治
﹃
私
人
に
よ
る
行
政
﹄
三
二
五
頁
（
一
九
九
九
年
）（
初
出
・﹁
指
定
機
関
に
よ
る
行
政
の
法
律
問
題―

―

日
本
に
お
け
る
﹃
私
人
に
よ
る
行
政
﹄
手
法
の
法
的
統
制
﹂

法
学
論
集
二
九
巻
一
・
二
号
二
四
一
頁―

三
〇
二
頁
（
一
九
九
四
年
））。

（
28
）　

米
丸
恒
治
﹁
建
築
基
準
法
改
正
と
指
定
機
関
制
度
の
変
容
﹂
政
策
科
学
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
六
一
～
二
六
五
頁
。

（
29
）　

藤
田
宙
靖
﹃
行
政
組
織
法
︹
新
版
︺﹄（
二
〇
〇
一
年
）
一
八
五
頁
、﹃
行
政
組
織
法
﹄
一
五
七
頁
（
二
〇
〇
五
年
）。

（
30
）　

塩
野
・
前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅲ
﹄
一
五
三
頁
。

（
31
）　

米
丸
・
前
掲
注
（
３
）﹁
判
批
﹂
八
六
四
頁
（
二
〇
〇
六
年
）
は
、
建
基
法
の
仕
組
み
を
も
っ
て
、﹁
旧
機
関
委
任
事
務
の
よ
う
に
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
に
つ
い

て
も
事
務
の
帰
属
を
地
方
公
共
団
体
と
し
て
国
賠
責
任
あ
り
と
の
解
釈
を
す
る
の
か
︰
︰
略
︰
︰
、
そ
う
し
た
権
限
委
任
の
関
係
で
は
な
く
、
も
と
も
と
の
建
築
主
事
の
確
認

権
限
に
加
え
て
、
民
間
参
入
が
認
め
ら
れ
、
民
間
業
務
が
創
出
さ
れ
た
（
そ
し
て
そ
れ
に
確
認
行
為
に
伴
う
処
分
権
限
が
付
与
さ
れ
た
）
と
み
て
、
そ
の
過
誤
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
指
定
確
認
検
査
機
関
が
損
害
賠
償
責
任
（
こ
こ
で
は
公
権
力
の
行
使
に
関
す
る
も
の
と
し
て
国
賠
責
任
）
を
負
う
の
か
が
﹂
争
点
だ
と
し
て
、
後
者
の
解
釈
が
建

二
一
四
六



（　
　
　
　

）

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
二
一

築
基
準
法
の
仕
組
み
に
適
合
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
米
丸
恒
治
﹁
行
政
の
多
元
化
と
行
政
責
任
﹂
磯
部
・
小
早
川
・
芝
池
編
﹃
行
政
法
の
新
構
想
Ⅲ
［
行
政
救
済
法
］﹄

三
〇
九
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
。

（
32
）　

た
と
え
ば
、
阿
部
・
前
掲
注
（
３
）
一
八
六
頁
、
小
幡
・
前
掲
注
（
３
）
六
一
頁
、
山
本
・
前
掲
注
（
３
）
九
七
頁
、
安
本
典
夫
・
前
掲
注
（
11
）
一
三
〇
頁
な
ど
を
参
照
。

（
33
）　

建
基
法
改
正
の
根
拠
と
な
っ
た
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
三
月
二
四
日
の
建
築
審
議
会
の
﹁
二
一
世
紀
を
展
望
し
、
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
建
築
行
政
の

在
り
方
に
関
す
る
答
申
﹂
で
は
、﹁
建
築
行
政
に
お
い
て
は
、
官
民
の
役
割
分
担
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
簡
素
で
効
率
的
な
執
行
体
制
へ
と
改
革
す
る
﹂
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
は
﹁
具
体
的
に
は
民
間
企
業
等
が
、
建
築
確
認
・
検
査
を
行
政
に
代
わ
っ
て
行
う
仕
組
み
を
構
築
し
、
行
政
に
よ
る
直
接
的
な
対
応
を
中
心
と
す
る
枠
組
み
か
ら
、

監
査
や
処
分
の
厳
正
な
実
施
等
の
間
接
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
制
度
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
方
式
へ
と
移
行
す
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
し
た
。
そ
し
て
﹁
建
築
主
が
自
ら

の
選
択
に
よ
り
、
効
率
的
で
、
か
つ
、
的
確
に
建
築
物
の
安
全
性
等
を
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
信
頼
の
置
け
る
民
間
企
業
・
団
体
等
が
、

建
築
主
の
依
頼
に
よ
り
、
建
築
計
画
の
確
認
、
施
工
時
の
中
間
検
査
や
工
事
完
了
時
の
完
了
検
査
等
を
実
施
す
る
途
を
開
く
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
し
て
い
た
。

（
34
）　

塩
野
・
前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅲ
﹄
一
五
三
頁
。
な
お
、
福
井
秀
夫
・
村
田
斉
志
・
越
智
敏
裕
共
著
﹃
新
行
政
事
件
訴
訟
法
﹄
五
六
頁
、
九
七
頁
、
三
二
六
頁
（
二
〇
〇

四
年
）
を
参
照
。

（
35
）　

建
築
確
認
事
務
が
指
定
確
認
検
査
機
関
に
帰
属
す
る
と
す
る
学
説
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
阿
部
・
前
掲
注
（
３
）
一
八
七
頁
、
安
本
・
前
掲
注
（
11
）
一
三
〇
頁
、
米
丸
・

前
掲
注
（
３
）﹁
判
批
﹂
八
六
四
頁
、
金
子
・
前
掲
注
（
１
）
二
七
二
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

お
わ
り
に

⑴　

本
稿
で
は
、
訴
え
の
変
更
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
を

提
起
し
た
場
合
の
賠
償
責
任
者
は
誰
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

横
浜
地
裁
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主
体
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と

す
る
最
高
裁
決
定
を
引
用
し
つ
つ
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
処
分
は
地
方
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
と
し
、
地
方
公
共
団

二
一
四
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
二
二

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

体
が
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
者
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
判
決
の
考
え
方
で
あ
っ
て
も
、
地
方
公
共
団
体
は
選
任
監
督
者
と
し
て

賠
償
責
任
を
負
う
と
解
さ
れ
る
の
で
、
建
築
確
認
事
務
の
費
用
負
担
者
で
あ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
は
費
用
負
担
者
と
し
て
の
賠
償
責
任
を

負
う
（
国
賠
法
三
条
一
項
）
と
解
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
東
京
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
判
決
は
、
地
方
公
共
団
体
が
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
を
否
定
し
、
建
築
確
認
事
務
の
帰
属
主

体
は
地
方
公
共
団
体
と
し
つ
つ
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
賠
償
責
任
者
は
指
定
確
認
検
査
機
関
と
し
た
。

　

次
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
（
第
四
節　

二
⑴
）、
学
説
の
有
力
説
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
事
務
は
指
定
確
認
検
査
機
関
に

帰
属
す
る
と
考
え
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
賠
償
責
任
者
と
解
し
て
い
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
訴
え
変
更
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
を

提
起
す
る
場
合
の
被
告
は
、
賠
償
責
任
者
と
し
て
の
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
す
れ
ば
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

最
高
裁
決
定
後
、
被
告
を
地
方
公
共
団
体
（
横
浜
市
）
と
し
た
国
賠
請
求
訴
訟
（
基
本
事
件
）
で
は
、
横
浜
地
裁
平
成
一
八
年
八
月
九

日
判
決
（
第
一
節　

二
⑶
）
に
お
い
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
に
国
賠
法
上
の
違
法
は
な
い
と
判
断
さ
れ
請
求
棄
却
の
判

決
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
で
は
、
訴
え
変
更
後
の
被
告
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
が
賠
償
責
任
を
負
う
か
否
か
は
、
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
決
定
に
よ
っ
た
場
合
、
訴
え
変
更
後
の
被
告
で
あ
る
事
務
の
帰
属
主
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
（
横
浜

市
）
が
賠
償
責
任
を
負
う
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
大
き
な
疑
問
が
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
と
い
え
よ
う）
₃₆
（

。

　

そ
う
す
る
と
、
建
築
工
事
の
完
了
に
よ
り
建
築
確
認
取
消
訴
訟
の
訴
え
の
利
益
が
消
滅
し
た
場
合
、
訴
え
の
変
更
に
よ
り
建
築
確
認
取
消

訴
訟
を
国
賠
請
求
訴
訟
に
変
更
す
る
よ
り
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
を
被
告
と
す
る
新
た
な
国
賠
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
方
が
迅
速
・
的
確

な
紛
争
解
決
と
な
る
と
解
さ
れ
る
。

⑶　

現
代
行
政
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
行
政
の
民
間
解
放
（﹁
民
に
よ
る
行
政
﹂
或
い
は
﹁
行
政
の
民
営
化
﹂
な
ど
と
も
い
う
。）
が
、
言

二
一
四
八



（　
　
　
　

）

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
二
三

わ
れ
て
久
し
い）
₃₇
（

。
指
定
確
認
検
査
機
関
制
度
は
、
行
政
の
民
間
解
放
の
一
つ
で
あ
り
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
（
法
七
七
条
の
一
八
第

一
項
）に
よ
る
指
定
法
人
で
あ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
が
営
利
活
動
と
し
て
建
築
確
認
検
査
と
い
う
行
政
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
最
近
、

行
政
の
民
間
開
放
の
場
合
、
私
人
が
行
う
行
政
処
分
な
ど
の
行
政
活
動
を
め
ぐ
り
行
政
或
い
は
私
人
の
国
賠
責
任
が
問
わ
れ
る
事
案
が
か
な

り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
行
政
部
門
と
民
間
部
門
の
間
の
責
任
の
分
担
が
大
き
な
争
点
に
な
っ

て
い
る
。

　

本
稿
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
と
い
う
指
定
法
人
の
し
た
建
築
確
認
処
分
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
の
賠
償
責
任
者
は
、
地

方
公
共
団
体
か
指
定
確
認
検
査
機
関
か
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
、
行
政
事
件
訴
訟
法
及
び
国
家
賠
償
法
の
解
釈
を
通
じ
検
討
し
た
に
す
ぎ

な
い
。
し
か
し
、
行
政
の
民
間
開
放
は
建
築
基
準
法
の
分
野
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

⑷　

最
近
、
福
祉
行
政
の
分
野
の
民
間
開
放
に
お
け
る
責
任
分
担
に
つ
い
て
最
高
裁
判
決
（
最
判
平
成
一
九
年
一
月
二
五
日
民
集
六
一
巻
一

号
一
頁
）
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
最
高
裁
判
決
は
、
児
童
福
祉
法
二
七
条
一
項
三
号
所
定
の
入
所
措
置
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人
の
設
置
運
営
す

る
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
た
児
童
が
、
当
該
施
設
内
に
お
い
て
他
の
入
所
児
童
の
暴
行
に
よ
り
傷
害
を
負
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
社

会
福
祉
法
人
の
使
用
者
責
任
（
民
法
七
一
五
条
）
を
否
定
し
て
、
県
の
国
賠
責
任
の
み
を
肯
定
し
た
が
、
こ
の
最
高
裁
判
決
に
対
す
る
疑
問

を
述
べ
る
論
者
が
み
ら
れ
る）
₃₈
（

。

　

行
政
の
民
間
開
放
に
お
け
る
、
行
政
部
門
と
民
間
部
門
の
間
の
責
任
の
分
担
の
問
題
は
極
め
て
解
決
困
難
と
解
さ
れ
る
。
指
定
確
認
検
査

機
関
の
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
に
お
け
る
賠
償
責
任
者
は
誰
か
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
は
ま
だ
な
い
。
行
政
の
民

間
開
放
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
説
得
的
な
最
高
裁
判
決
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑸　

な
お
、
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
年
）
に
発
覚
し
た
耐
震
偽
装
事
件
を
契
機
と
し
て
、
翌
年
（
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
））、
建
築

基
準
法
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
改
正
の
主
な
内
容
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
が
創
設
さ
れ
、
一

二
一
四
九
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

定
規
模
以
上
の
建
築
物
に
つ
い
て
ピ
ュ
ア
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
た
と
え
ば
、
法
六
条
第
五
項
、
六
条
の

二
第
三
項
、
一
八
条
の
二
等
）。

　

そ
の
二
は
、
特
定
行
政
庁
に
よ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
指
定
権
者
は
指
定
確
認
検
査

機
関
の
指
定
に
際
し
特
定
行
政
庁
か
ら
意
見
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
（
法
七
七
条
の
一
八
第
三
項
）、
損
害
賠
償
能
力
な
ど
指
定

確
認
検
査
機
関
の
指
定
要
件
の
厳
格
化
が
な
さ
れ
（
法
七
七
条
の
二
〇
第
三
号
）、
特
定
行
政
庁
に
よ
る
指
定
確
認
検
査
機
関
へ
の
立
入
検

査
権
限
が
付
与
さ
れ
（
法
七
七
条
の
三
一
第
二
項
）
ま
た
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
し
特
定
行
政
庁
へ
の
報
告
書
の
作
成
・
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
た
（
法
六
条
の
二
第
一
〇
項
）
の
で
あ
る
。

　

改
正
法
は
、
全
体
と
し
て
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
行
政
の
規
制
を
強
化
す
る
内
容
で
あ
る
と
い
え
よ
う）
₃₉
（

。
改
正
法
は
、
二
〇
〇
七

年
（
平
成
一
九
年
）
に
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
改
正
法
の
下
で
本
稿
の
検
討
の
対
象―

―

指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違

法
を
理
由
と
す
る
国
賠
請
求
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
の
賠
償
責
任
者
と
し
て
の
被
告
は
誰
か
と
い
う
こ
と―

―

に
つ
い
て
、
裁
判
所
の

判
断
が
下
さ
れ
た
事
例
は
、
未
だ
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
改
正
前
の
法
令
の
下
で
の
判
決
の
検
討
に
す
ぎ
な
い
が
、
改
正
法
の

下
で
本
稿
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
判
断
が
下
さ
れ
る
か
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
36
）　

塩
野
・
前
掲
注
（
11
）﹃
行
政
法
Ⅲ
﹄
一
〇
四
頁
、
一
五
四
頁
、
芝
池
・
前
掲
注
（
22
）﹃
行
政
法
読
本
（
第
二
版
）﹄
四
〇
五
頁
等
を
参
照
。

（
37
）　

碓
井
光
明
﹁
政
府
業
務
の
民
間
開
放
と
法
制
度
の
変
革
﹂
江
頭
憲
治
郎
・
碓
井
光
明
編
﹃
法
の
再
構
築
［Ⅰ］
国
家
と
社
会
﹄
三
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、
松
塚
晋
輔
﹃
民
営
化
の

責
任
論
﹄（
二
〇
〇
三
年
）。
ま
た
、
小
林
・
見
上
・
安
本
編
﹃﹁
民
﹂
に
よ
る
行
政
﹄（
二
〇
〇
五
年
）
及
び
原
野
・
浜
川
・
晴
山
編
﹃
民
営
化
と
公
共
性
の
確
保
﹄（
二
〇
〇

三
年
）
所
収
の
各
論
文
な
ど
を
参
照
。

（
38
）　

碓
井
・
前
掲
注
（
37
）
三
六
頁
。
米
丸
・
前
掲
注
（
31
）﹁
行
政
の
多
元
化
と
行
政
責
任
﹂
磯
部
・
小
早
川
・
芝
池
編
﹃
行
政
法
の
新
構
想
Ⅲ
［
行
政
救
済
法
］﹄
三
一
一
頁
。

（
39
）　

改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
櫻
井
敬
子
﹁
耐
震
偽
装
事
件
と
建
築
行
政
﹂﹃
行
政
法
講
座
﹄
二
四
七
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
国
土
交
通
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
監
修
・
建
築
法

二
一
五
〇
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制
研
究
会
編
集
﹃
建
築
基
準
法
・
建
築
仕
法
の
解
説
﹄（
二
〇
〇
九
年
）、
国
土
交
通
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
監
修
・
建
築
法
規
研
究
会
編
集
﹃
Ｑ
＆
Ａ　

改
正
建
築
基
準
法
・

建
築
士
法
﹄（
二
〇
〇
九
年
）、
戸
田
敬
里
﹃
Ｑ
＆
Ａ
平
成
一
八
年　

改
正
建
築
基
準
法
等
の
ポ
イ
ン
ト
﹄（
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

 

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
一
〇
月
二
六
日
脱
稿　

【
追
記
】

　

本
稿
脱
稿
後
、
次
の
二
つ
の
判
例
に
接
し
た
。

　

東
京
地
判
平
成
二
三
年
三
月
三
〇
日
判
時
二
一
二
六
号
七
三
頁
及
び
横
浜
地
判
平
成
二
四
年
一
月
三
一
日
判
時
二
一
四
六
号
九
一
頁
の
二
つ
で
あ
る
。
以
下
、
二
つ
の
判
決
に
つ
い

て
簡
単
な
説
明
を
し
よ
う
。

⑴　

東
京
地
裁
平
成
二
三
年
三
月
三
〇
日
判
決

　

本
判
決
は
、
構
造
計
算
書
が
偽
装
さ
れ
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
者
ら
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
建
築
確
認
権
限
を
有
す
る
建
築
主
事
が
置
か
れ
た
地
方
公
共
団
体
等
を
被
告
と

し
て
建
築
物
と
し
て
安
全
性
を
欠
く
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国

賠
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
訴
訟
損
害
賠
償
請
求
に
関
し
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
確
認
検
査
員
に
は
構
造
計
算
書
の
偽
装
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た

と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却
し
た
。

　

本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
賠
償
責
任
者
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。

⑵　

横
浜
地
裁
平
成
二
四
年
一
月
三
一
日
判
決

　

本
判
決
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
各
区
分
所
有
権
を
購
入
し
た
者
ら
（
三
七
世
帯
五
三
名
）
が
原
告
と
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
強
度
不
足
に
関
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
確
認
を
行

っ
た
指
定
確
認
検
査
機
関
、
横
浜
市
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
設
計
及
び
工
事
管
理
業
務
を
受
託
し
た
建
築
設
計
事
務
所
に
対
し
、
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
は
、

指
定
確
認
検
査
機
関
は
そ
の
従
業
員
の
過
失
に
よ
り
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
強
度
不
足
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
責
任
等
を
負
う

が
、
横
浜
市
は
国
家
賠
償
法
上
の
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
た
。
本
判
決
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
賠
法
一
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
訴
訟
に
お
け
る
賠
償
責
任
者
は
、
指
定
確
認
検
査
機
関
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
取
る
判
決
は
、
本
文
で
述
べ
た
東
京
高
裁
平
成
二
一
年
三
月
二
五
日
判

決
に
次
い
で
二
例
目
で
あ
る
が
、
実
際
に
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
認
め
た
判
決
と
し
て
は
本
判
決
が
最
初
の
判
決
と
い
え
る
。

　

本
判
決
の
地
方
公
共
団
体
（
横
浜
市
）
の
責
任
を
否
定
し
た
判
決
部
分
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
﹁
指
定
確
認
検
査
制
度
は
、
建
築
確
認
等
の
事
務
の
主
体
を
地
方
公
共
団
体
か
ら
民
間
の
指
定
確
認
検
査
機
関
に
移
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
自
ら
設
定
し

二
一
五
一
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指
定
確
認
検
査
機
関
の
し
た
建
築
確
認
の
違
法
を
理
由
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の

賠
償
責
任
者

た
手
数
料
を
収
受
し
て
、
自
己
の
判
断
で
建
築
確
認
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
交
付
し
た
建
築
確
認
済
証
は
、
建
築
主
事
が
交
付
し
た
確
認
済
証
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
は
、
行
政
と
は
独
立
し
て
、
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
建
築
確
認
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
行
っ
た
建
築
確
認
に
瑕

疵
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
賠
法
上
の
責
任
は
指
定
確
認
検
査
機
関
自
身
が
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。﹂

　

な
お
、
本
判
決
は
、
特
定
行
政
庁
（
横
浜
市
）
の
指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
不
適
合
通
知
等
の
監
督
権
限
（
平
成
一
九
年
改
正
前
の
建
築
基
準
法
施
行
規
則
三
条
の
四
、
旧
建

築
基
準
法
六
条
の
二
第
三
項
（
現
一
〇
項
）、
六
条
の
二
第
四
項
（
現
一
一
項
）、
六
条
の
二
第
五
項
（
現
一
二
項
）、
九
条
一
項
、
一
〇
項
））
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

本
判
決
は
、
特
定
行
政
庁
た
る
横
浜
市
は
監
督
権
限
の
行
使
を
怠
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
横
浜
市
の
国
賠
法
上
の
責
任
を
否
定
し
た
。

　

ま
た
、
本
判
決
は
、
原
告
ら
が
平
成
一
七
年
六
月
二
四
日
の
最
高
裁
決
定
を
引
用
し
て
し
た
国
賠
法
上
の
賠
償
責
任
者
は
横
浜
市
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
対
し
て
は
、﹁
同
決
定
は
、

指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
の
事
務
の
帰
属
先
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
務
の
帰
属
先
と
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
行
っ
た
建
築
確
認
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
が

国
賠
法
上
ど
の
よ
う
な
場
合
に
責
任
を
負
う
か
と
は
別
問
題
で
あ
る
か
ら
、
同
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。﹂
と
し
た
。
本
判
決
の
以
上
の
考
え
方
は
、
建
築
確
認
事
務
の
帰

属
先
は
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
本
判
決
の
考
え
方
に
疑
問
な
し
と
し
な
い
が
、
本
判
決
の
考
え
方
は
一
つ
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

二
一
五
二




